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どうなる豊洲
築地市場からの移転延期や土壌汚染問題で混迷が続く豊洲市場。報道各社に公開された
青果棟の地下空洞には一面に水がたまっていた＝9月16日、東京都江東区
 撮影：仲辻　史泰（時事通信社写真部）

　
今
年
12
月
、
日
本
は
国
連
加
盟
60
周
年
を
迎
え
る
。
日

本
記
者
ク
ラ
ブ
で
は
国
連
の
邦
人
職
員
を
招
き
、
シ
リ
ー

ズ「
国
連
と
日
本
人
」を
続
け
て
い
る
。

　
９
月
末
ま
で
に
12
人
が
登
場
、
国
連
本
部
事
務
総
長
室

勤
務
か
ら
紛
争
地
で
の
食
糧
運
搬
、
平
和
維
持
活
動
ま
で

職
場
も
職
務
も
多
彩
だ
。

　
国
連
職
員
用
パ
ス
ポ
ー
ト
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
ら
、
国

籍
の
欄
が
な
か
っ
た
。「
部
下
の
国
籍
は
77
も
あ
っ
た
。

多
国
籍
の
人
間
た
ち
が
同
じ
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
す
。
国
連
職

員
の
喜
び
で
す
」と
忍
足
謙
朗
・
元
Ｗ
Ｆ
Ｐ（
世
界
食
糧

計
画
）ア
ジ
ア
地
域
局
長
。

　
ゲ
ス
ト
12
人
で
９
人
が
女
性
だ
っ
た
。
国
連
関
係
組
織

の
邦
人
職
員
約
８
０
０
人
の
う
ち
６
割
を
女
性
が
占
め

る
。
さ
ら
に
ア
フ
リ
カ
な
ど
過
酷
な
環
境
で
活
動
し
て
い

る
邦
人
職
員
の
女
性
比
率
は
８
割
に
上
る
と
い
う
。
ど
う

し
た
日
本
男
児
！
「
日
本
で
は
女
性
の
方
が
失
う
も
の
が

少
な
い
の
で
大
胆
に
な
る
の
で
は
」と
の
分
析
を
聞
い

た
。
う
ー
ん
、
そ
れ
も
な
ん
だ
か
情
け
な
い
。

　「
関
西
出
身
者
も
多
い
で
す
よ
。
不
条
理
な
こ
と
も
多

い
国
連
で
は
、
つ
ら
さ
を
笑
い
飛
ば
す
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

が
必
要
か
も
」と
、
兵
庫
出
身
の
根
本
か
お
る
国
連
広
報

セ
ン
タ
ー
所
長
が
語
る
。

　
国
連
安
保
理
に
感
じ
る
無
力
感
と
人
道
支
援
で
の
奮
闘

ぶ
り
。
ど
ち
ら
も
国
連
の
顔
だ
。

　「
国
連
は
不
完
全
だ
が
不
可
欠
な
組
織
」。
明
石
康
・
元

国
連
事
務
次
長
の
口
癖
だ
と
い
う
。

�

（
土
生
修
一
）

日
本
の
国
連
加
盟
60
周
年

〝
女
性
上
位
〟の
邦
人
職
員
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クラブ月 報

クラブゲスト 3▶4

飯山雅史・北海道教育大教授／前嶋和
弘・上智大教授／星野佳路・星野リゾー
ト代表／徳重徹・テラドローン社長／小
池百合子・東京都知事／高久陽介・日
本HIV陽性者ネットワークJaNP+代表、井
上洋士・Futures�Japanプロジェクト代表
／多谷千香子・法政大教授／加藤聖文・
国文学研究資料館准教授／中国経済学
者代表団／根本かおる・国連広報セン
ター所長／オーウェン・マーフィー・アイ
ルランド金融サービス・電子政府・公的調達担
当相／大江博・TPP首席交渉官／平野
俊夫・量子科学技術研究開発機構理事長
／金田秀昭・岡崎研究所理事
会見リポート 5▶6

小池百合子氏／飯山雅史氏、前嶋
和弘氏／星野佳路氏／徳重徹氏
第19回記者研修会報告 7▶12

ワーキングプレス 13▶15

４つの台風　十勝農家を直撃
「食料基地」再起に向けた対策を
� 北海道新聞社　斉川誠太郎
北朝鮮・軍事的挑発　ソウルから
“今は昔”の北脅威論　核もミサイ
ルも人ごとみたい？
� 産経新聞社　黒田勝弘
フィリピン・ドゥテルテ大統領
暴言連発　「お騒がせ」リーダーを
追う日々
� NHK　姫野敬司
新・列島報告　広島 16

カープ25年ぶりリーグ優勝
赤く染まった街
� 中国新聞社　永山啓一
被災地通信　岩手県岩泉町 17

台風10号被害　再生への道のり遠く
� 岩手日報社　菊池拓朗
書いた話書かなかった話 18▶19

「政治を科学する」を追求し続けた日々
中国で実現した初の「民意測験」
� 宇治敏彦
リレーエッセー 20

犯罪被害者支援の基盤築く
元警察庁長官の国松孝次さん
� 西日本新聞社　傍示文昭
記者ゼミ 21

次世代ジャーナリストの必須IT講座
マイBOOKマイPR 22

司
法
、
証
券
の
世
界
か
ら
学
究
へ

　
　「難
敵
」に
挑
む
異
色
の
学
者
２
人

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
会
見
に
は
、
ニ
ュ

ー
ス
の
当
事
者
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の

背
景
に
あ
る
歴
史
や
理
論
な
ど
を
解
説
し

て
く
れ
る
研
究
者
が
登
場
す
る
こ
と
も
多

い
。
先
月
は
、
検
事
、
証
券
マ
ン
出
身
の

２
人
の
研
究
者
が
、
熱
の
こ
も
っ
た
解
説

を
し
て
く
れ
た
。
実
務
経
験
を
生
か
し
、

こ
れ
と
決
め
た
課
題
に
つ
い
て
研
究
に
取

り
組
む
姿
勢
に
共
通
点
を
感
じ
た
。

元
女
性
検
事
に
よ
る
ア
フ
ガ
ン
研
究

　「
著
者
と
語
る
」で
登
壇
し
た
多
谷
千

香
子
・
法
政
大
学
教
授
は
、
最
高
検
検
事
、

旧
ユ
ー
ゴ
国
際
戦
犯
法
廷
判
事
の
経
歴
の

持
ち
主
。
著
書『
ア
フ
ガ
ン
・
対
テ
ロ
戦

争
の
研
究
』は
近
年
の
ア
フ
ガ
ン
情
勢
を

日
本
語
で
読
め
る
貴
重
な
本
だ
。

　
大
学
教
授
に
転
身
後
の
２
０
０
８
年
、

テ
レ
ビ
で
イ
ン
ド
・
ム
ン
バ
イ
の
テ
ロ
事

件
を
見
て
、「
背
後
に
国
家
的
組
織
が
い

る
」と
直
感
し
、
休
暇
を
利
用
し
て
イ
ン

ド
に
飛
ん
だ
。
担
当
検
察
官
に
直
接
話
を

聞
い
て
パ
キ
ス
タ
ン
軍
の
Ｉ
Ｓ
Ｉ（
三
軍

統
合
情
報
機
関
）の
関
与
を
確
信
し
、
続

い
て
Ｉ
Ｓ
Ｉ
の
主
要
な
舞
台
で
あ
る
ア
フ

ガ
ン
に
関
心
を
持
っ
た
と
い
う
。

　
多
民
族
間
の
部
族
抗
争
に
国
際
政
治
が

絡
む
複
雑
怪
奇
な
ア
フ
ガ
ン
情
勢
は
、
長

年
の
経
験
を
持
つ
研
究
者
で
も
手
ご
わ
い

テ
ー
マ
だ
。多
谷
さ
ん
は
60
代
に
な
っ
て
、

そ
の「
難
敵
」を
相
手
に
一
か
ら
研
究
を

始
め
、
驚
異
的
な
集
中
力
で
分
厚
い
専
門

書
を
書
き
上
げ
た
。
会
見
で
も
多
数
の
ア

フ
ガ
ン
人
の
名
前
が
メ
モ
も
見
ず
に
多
谷

さ
ん
の
口
か
ら
次
々
と
飛
び
出
し
た
。

　
こ
の
著
作
は
、
ア
フ
ガ
ン
を
混
乱
に
陥

れ
た
関
係
者
、
関
連
諸
国
に
対
す
る「
起

訴
状
」か
も
し
れ
な
い
。

元
証
券
マ
ン
の「
引
き
揚
げ
」研
究

　
敗
戦
直
後
の
在
外
日
本
人
引
き
揚
げ
事

業
に
つ
い
て
語
っ
た
加
藤
聖
文
・
国
文
学

研
究
資
料
館
准
教
授
は
、
大
和
証
券
の
証

券
マ
ン
だ
っ
た
。
新
入
社
員
の
時
に
ソ
連

が
崩
壊
。
日
ソ
関
係
に
関
心
が
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
崩
壊
の
理
由
を
学
問
的
に
知

り
た
く
て
大
学
に
戻
っ
た
。

　
最
初
は
政
治
学
を
志
向
し
た
が
、「
根

本
的
な
理
解
に
は
過
去
の
積
み
重
ね
を
知

る
こ
と
が
必
要
」と
歴
史
学
に
転
じ
、日
ソ

関
係
の
延
長
で
旧
満
州
、
続
い
て
引
き
揚

げ
問
題
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
選
ん
だ
。

　「
引
き
揚
げ
研
究
は
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て

い
た
が
、
当
事
者
か
ら
の
聞
き
取
り
な
ど

を
通
じ
、
普
通
の
人
た
ち
の
経
験
し
た
歴

史
を
知
り
た
か
っ
た
」

　
証
券
会
社
で
は
簿
記
も
学
ん
だ
。

　「
簿
記
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
歴
史
学

者
は
珍
し
い
で
し
ょ
う
ね
。
さ
ま
ざ
ま
な

職
業
の
人
た
ち
か
ら
話
を
聞
く
際
、
会
社

員
の
経
験
は
役
に
立
っ
て
い
ま
す
」

　
さ
て
、
日
本
敗
戦
時
に
、
海
外
に
い
た

日
本
人
は
軍
人
、
民
間
人
を
合
わ
せ
て
約

７
０
０
万
人
に
の
ぼ
る
。
当
時
の
日
本
は

輸
送
船
も
燃
料
も
極
度
に
不
足
し
て
い
た

の
に
、
な
ぜ
約
１
年
間
で
ほ
と
ん
ど
が
帰

国
で
き
た
の
か
？
　
答
え
は
、
当
ク
ラ
ブ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
加
藤

さ
ん
の
会
見
詳
録
に
あ
り
。
ヒ
ン
ト
は
、

米
国
、
日
本
兵
、
国
共
内
戦
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
改
革
が
進
行
中

　
事
務
局
で
は
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
大
幅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
め

ざ
し
現
在
、
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
を
す
っ
き

り
さ
せ
、
会
見
予
定
を
見
や
す
く
な
る
よ

う
に
改
善
、
さ
ら
に
ス
マ
ホ
に
も
対
応
す

る
。
ま
た
、
貸
室
の
空
き
状
況
を
ネ
ッ
ト

で
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
そ
の

ほ
か
会
員
、
会
費
、
貸
室
、
会
見
管
理
用

の
シ
ス
テ
ム
を
全
面
的
に
刷
新
し
、
利
便

性
を
向
上
さ
せ
た
い
。

　
新
シ
ス
テ
ム
は
年
初
ス
タ
ー
ト
を
め
ざ

し
て
準
備
は
追
い
込
み
に
入
っ
て
い
る
。

�

（
専
務
理
事
　
土
生
修
一
）
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多
た

谷
や

　千
ち

香
か

子
こ

　法政大学教授

　最高検検事、旧ユーゴ国際戦犯
法廷判事の経歴を持つ。6年かけ
アフガンテロ戦争の詳細な研究書
を出版。「大統領の支持基盤は弱
く、タリバンは支配地域を拡大中。
アフガンが内戦になれば、イラク、
シリアの各内戦との融合も」と厳
しい近未来を予測した。

■9・8（木）著者と語る『アフガン・対テロ戦争の研究』／司
会：土生修一専務理事／出席：51人

加
か

藤
とう

　聖
きよ

文
ふみ

　国文学研究資料館准教授

　敗戦時に海外にいた日本人は推
計で民間人330万人、軍人360万人
に上る。このほとんどが短期間で
日本に引き揚げた。これを可能に
した当時の国際情勢の変化などを
解説。「引き揚げ問題は、植民地
政策、難民、戦争責任にもつなが
る」。知られざる敗戦秘史。

■9・12（月）記者会見「海外引き揚げ70周年―体験の継承」／
司会：瀬口晴義委員／出席：45人

中国経済学者代表団
　政策に影響力を持つ中国の経済学者の会見。「ま
だ発展途上国だが大国の責任もある」（趙晋平）「世
界はドルに頼り過ぎ。元の国際化が必要」（張宇燕）
「第三次産業急成長など大変化が進行中」（畢吉耀）
「国有企業も民間と平等に競争する必要あり」（劉尚
希）「G20は中国なりの成果あり」（周強武＝団長）
■9・13（火）記者会見／司会：福本容子委員／通訳：阿部将
顕、張偉／出席：59人

根
ね

本
もと

　かおる　国連広報センター所長

　テレビ朝日の記者から国連機関
に転身して20年。「安保理批判は
理解できるが、戦勝国連合との非
難は過去の亡霊にとらわれ過ぎ」
と反論。国連事務局の日本人職員
は「望ましい数の下限」の半分以
下。「若者は留学などで日本を出
て世界に身をさらしてほしい」

■9・23（金）シリーズ企画「国連と日本人」⑫／司会：土生修
一専務理事／出席：45人

飯
いい

山
やま

　雅
まさ

史
し

　北海道教育大学教授

　2年前まで記者だったからか、
トランプ現象をわかりやすく整理
した。「小さい政府か大きい政府か
は古い争点になった」と指摘。「白
人低学歴層の階級的訴え」を受け
止め「共和党は反グローバリズム
政党となり、支持層も組み替えら
れる」と政党再編を大胆予測。

■9・1（木）シリーズ企画「変わるアメリカ・変わらないアメリ
カ　米大統領選」⑨／司会：杉田弘毅委員／出席：60人

前
まえ

嶋
しま

　和
かず

弘
ひろ

　上智大学教授

　ペロー（1992年）、ネーダー（2000
年）などを例に米大統領選への第
3政党の影響を分析。今回はリバ
タリアン党が注目される。「変わ
り者が『人々の怒り』を代弁して
いるのが米国の第3政党」「トラン
プ自身が第3政党的」「2大政党拮
抗時に第3政党は無視できない」

■9・9（金）シリーズ企画「変わるアメリカ・変わらないアメリ
カ　米大統領選」⑩／司会：杉田弘毅委員／出席：57人
5ページに飯山・前嶋両氏をまとめた会見リポート

星
ほし

野
の

　佳
よし

路
はる

　星野リゾート代表

　所有運営一体型から運営に特化
した経営で宿泊リゾート業界の風
雲児に。需要平準化のため地域別
の連休分散化の提案やホテル建設
を阻む規制の緩和を訴えた。「健
全な競争が必要」「客のニーズ先取
りでは外国大手に負ける。ニーズ
にないものを提供すべきだ」

■9・26（月）シリーズ企画「チェンジ・メーカーズに聞く」⑨
／司会：安井孝之委員／出席：71人
6ページに会見リポート

徳
とく

重
しげ

　徹
とおる

　テラドローン社長

　ベトナム、バングラデシュなど
で電動バイク事業を軌道に乗せ、
今度は土木測量などにドローンを
活用した新事業を始めた。「日本
ブランドを活用し、日本企業がな
くしたスピード感でメガベンチャ
ーをめざす」「綿密な計画は無意
味。60%OKならGO」

■9・28（水）シリーズ企画「チェンジ・メーカーズに聞く」⑩
／司会：安井孝之委員／出席：31人
6ページに会見リポート

小
こ

池
いけ

　百
ゆ

合
り

子
こ

　東京都知事

　当選して１カ月、知事として初
登場。築地市場移転延期などで関
心が高く、会見を生中継する民放
も。「今こそ都政をギアチェンジ
するチャンス。私を使って、この
モメンタムを生かしてほしい」。
揮ごうは、手慣れた筆さばきで
「もったいない東京」。

■9・6（火）記者会見／司会：瀬口晴義委員／出席：208人
5ページに会見リポート

高
たか

久
く

　陽
よう

介
すけ

　日本HIV陽性者ネットワークJaNP＋代表（左）

井
いの

上
うえ

　洋
よう

士
じ

　Futures Japanプロジェクト代表

　「治療は進歩しており死に
至る病ではない。差別・偏見に
起因するメンタルヘルスのケ
アが課題」（高久）「欧米に比べ
日本の予防は遅れている。治
療も、メンタルのケアまで含
めれば進んでいるとは言えな

い」（井上）。感染者への理解が重要と口をそろえた。
■9・7（水）記者会見「HIV／エイズ」／司会：宮田一雄委員／
出席：20人

http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/09/r00033830/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/09/r00033831/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/09/r00033876/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/09/r00033875/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/09/r00033829/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/09/r00033812/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/09/r00033813/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/09/r00033859/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/09/r00033873/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/09/r00033874/
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オーウェン・マーフィー　
アイルランド金融サービス・電子政府・公的調達担当相

　欧州で平均年齢が最も低い国ア
イルランドの大臣は34歳の若さ。
英国のEU離脱で「アイルランド
はEUで唯一、英語を公用語にす
る国だ」と利点を強調し「日本企
業にとって欧州の玄関口です」と
投資を呼びかけた。大英帝国に支
配された遺産の英語が売り物に。

■9・26（月）記者会見／司会：福本容子委員／通訳：大野理
恵／出席：25人

大
おお

江
え

　博
ひろし

　TPP首席交渉官

　TPP交渉は「米側と何十回もの
のしり合い、怒鳴り合いになった
が、置かれた状況ではベストの内
容になった」と自己評価。米大統
領選で主要候補がTPP反対だが、
「安倍政権で再交渉に応じること
はない」と言い切った。揮ごうは
「今国会でぜひTPP承認を！」

■9・29（木）研究会「TPP」⑥／司会：軽部謙介委員／出席：
72人

平
ひら

野
の

　俊
とし

夫
お

　量子科学技術研究開発機構（QST）理事長

　免疫学に36年間「没頭」した後、
大阪大総長。さらに今年４月発足
した量研機構理事長に。放射線医
学、量子ビーム、核融合の3分野
の研究組織を率いる。「量子メス
とか量子医学医療とか新しく名前
をつけた。そうすると組織に一体
感が出て、まとまるんです」

■9・30（金）記者会見／司会：服部尚委員／出席：25人

金
かね

田
だ

　秀
ひで

昭
あき

　岡崎研究所理事

　元海上自衛隊海将でミサイル専
門家。北朝鮮のミサイル開発に加
え、中国の軍事的脅威についても
詳述。「北朝鮮の正面の敵は米韓
両軍。最初に日本を狙うとは思え
ないが、暴発はあり得る」「100%
のミサイル防衛はない。日本も万
一に備えて避難訓練も必要」

■9・30（金）シリーズ企画「北朝鮮の核とミサイル」①／司
会：山本勇二委員／出席：82人

●
若
き
日
の
都
知
事
の
驚
き
の
行
動
と
は

　
今
や「
時
の
人
」の
小
池
百
合
子
都
知
事（
64
）の

登
場
と
あ
っ
て
、
会
見
場
を
９
階
レ
ス
ト
ラ
ン
と
連

結
し
た
が
、
超
満
員
と
な
っ
た
。
注
目
を
浴
び
て
ご

本
人
も
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
か
と
思
っ
た
が
、
控
室
で

は
落
ち
着
い
た
口
調
で
、「
今
は
攻
め
て
い
れ
ば
い

い
け
れ
ど
、
予
算
を
作
れ
ば
今
度
は
守
る
側
に
な
っ

て
攻
め
ら
れ
る
側
に
な
る
の
よ
」と
冷
静
に
自
己
分

析
し
て
い
た
。

　
小
池
さ
ん
と
言
え
ば
、
個
人
的
に
忘
れ
ら
れ
な
い

思
い
出
が
あ
る
。

　
30
年
前
、
筆
者
が
駆
け
出
し
の
外
報
記
者
時
代
、

通
訳
業
も
や
っ
て
い
た
小
池
さ
ん
に
ア
ラ
ビ
ア
語
通

訳
を
頼
ん
だ
。相
手
は
来
日
中
の
リ
ビ
ア
国
会
議
長
。

や
り
と
り
が
退
屈
だ
っ
た
の
か
、
同
席
し
て
い
た
駐

日
リ
ビ
ア
大
使
が
コ
ッ
ク
リ
と
舟
を
こ
ぎ
だ
し
た
。

す
る
と
、
小
池
さ
ん
は
通
訳
を
一
時
中
断
し
メ
モ
用

紙
を
丸
め
て
大
使
の
ア
タ
マ
を
コ
ツ
ン
。「
え
っ
」と

こ
ち
ら
は
び
っ
く
り
し
た
が
、
目
を
覚
ま
し
た
大
使

は
バ
ツ
が
悪
そ
う
に
テ
レ
笑
い
。
小
池
さ
ん
も
ニ
ッ

コ
リ
。何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
通
訳
を
再
開
し
た
。

　
信
じ
ら
れ
な
い
光
景
に
唖
然
と
し
た
が
、
先
輩
記

者
か
ら「
ア
ラ
ビ
ア
語
が
で
き
る
貴
重
な
日
本
人
女

性
と
し
て
小
池
さ
ん
は
在
京
ア
ラ
ブ
外
交
団
の
ア
イ

ド
ル
的
存
在
。大
使
も
喜
ん
で
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
」

と
聞
い
て
、
茶
目
っ
気
あ
る
大
胆
な
行
動
に
納
得
し

た
。

　
当
時
か
ら
タ
ダ
者
で
は
な
か
っ
た
。

●「
団
塊
の
世
代
」の
夫
婦
旅
行
は
…

　「
星
野
リ
ゾ
ー
ト
」代
表
の
星
野
佳
路
氏（
56
）は
、

「
リ
ゾ
ー
ト
の
再
生
請
負
人
」と
し
て
有
名
。
最
近

は
、
東
京
・
大
手
町
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
の
ど
真
ん
中
に

超
豪
華
な
日
本
旅
館「
星
の
や
東
京
」を
開
業
し
て

話
題
と
な
っ
た
。

　
星
野
さ
ん
は
、
大
き
な
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
Ｔ
シ

ャ
ツ
姿
で
現
れ
た
。
健
康
管
理
の
た
め
続
け
て
い
る

「
一
日
一
食
」で
体
型
は
ス
マ
ー
ト
。
年
間
60
日
の

ス
キ
ー
滑
降
が
目
標
で
、
今
夏
も
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
で
４
週
間
滑
っ
て
き
た
と
い
う
。
ラ
フ
な
格
好
を

み
て
、
記
念
品
を
ネ
ク
タ
イ
か
ら
ボ
ー
ル
ペ
ン
に
急

き
ょ
変
更
し
た
。

　
会
見
は
具
体
例
に
富
み
、説
得
力
が
あ
っ
た
。「
連

休
は
何
も
し
な
く
て
も
客
が
来
る
。
平
日
は
何
を
し

て
も
客
は
来
な
い
。
こ
れ
で
は
ダ
メ
。
が
ん
ば
っ
た

ら
プ
ラ
ス
に
な
る
業
界
に
し
な
く
て
は
」

　「
団
塊
の
世
代
」の
旅
行
に
つ
い
て
の
く
だ
り
が
、

一
番
受
け
た
。

　「『
団
塊
の
世
代
』で
需
要
が
期
待
で
き
る
の
は
、

孫
を
連
れ
た
三
世
代
旅
行
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と

伸
び
ま
す
。
定
年
後
の
夫
婦
旅
行
？
　
奥
さ
ん
方
に

よ
る
と
、『
旅
行
は
女
友
達
と
一
緒
に
行
き
た
い
わ
。

夫
と
の
旅
行
は
、
そ
の
下
見
ね
』だ
そ
う
で
す
」

　
思
い
当
た
る
節
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
こ
の
時
は

会
場
か
ら
大
き
な
笑
い
が
起
き
た
。

（
土
生
修
一
）

会
見
余
話

http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/09/r00033937/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/09/r00033939/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/09/r00033938/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/09/r00033941/
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小こ

池い
け

　百ゆ

合り

子こ

　東
京
都
知
事

「
小
池
政
治
塾
」
開
設
に
も
意
欲

　
就
任
か
ら
ほ
ぼ
ひ
と
月
の
感
想
を
問
わ

れ
る
と
、「
毎
日
が
陸
上
競
技
の
近
代
５

種
か
10
種
の
試
合
の
よ
う
だ
」と
す
か
さ

ず
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
た
と
え
て
み
せ
た
。

　
自
民
党
を
敵
に
回
し
て
一
人
で
戦
う
構

図
を
演
出
し
、
圧
勝
し
た
知
事
選
。「
崖
か

ら
飛
び
降
り
る
覚
悟
へ
の
共
感
が
集
票
に

カ
ー
や
コ
ト
ラ
ー
」と
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
は
経
営
学
か
ら
学
ん
だ
と
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
外
部
有
識
者
を
登
用
し
た
都
政
改
革
本

部
。「
波
紋
を
呼
ば
な
け
れ
ば
改
革
で
は

な
い
。
混
乱
が
目
的
で
は
な
い
が
、
混
乱

す
る
の
は
既
得
権
を
持
つ
方
だ
ろ
う
」と

語
気
を
強
め
た
。
築
地
市
場
の
豊
洲
移
転

延
期
で
は
、
８
年
前
の
共
著
に
も
書
い
た

と
し
て「
食
の
安
全
こ
そ
市
場
の
命
と
い

う
思
い
が
ず
っ
と
あ
っ
た
」と
土
壌
汚
染

問
題
へ
の
こ
だ
わ
り
を
力
説
し
た
。

　
９
月
下
旬
か
ら
の
都
議
会
に
触
れ「
知

事
給
与
報
酬
半
減
の
公
約
に
添
う
条
例
を

つ
く
る
。
そ
れ
に
議
会
が
ど
う
対
応
す
る

か
を
よ
く
見
て
判
断
す
る
」と
和
戦
両
様

の
構
え
を
見
せ
た
。
そ
の
半
面
で「
東
京

は
国
家
戦
略
特
区
を
も
っ
と
貪
欲
に
使
っ

て
こ
そ
、
金
融
・
環
境
先
進
都
市
を
め
ざ

せ
る
」と
、
安
倍
晋
三
首
相
の
看
板
政
策

に
寄
り
添
う
の
は
忘
れ
な
か
っ
た
。

　「
都
知
事
選
で
私
の
追
っ
か
け
に
な
っ

た
り
、
政
治
を
身
近
に
感
じ
た
り
し
た
人

が
結
構
い
る
。
受
け
皿
と
な
る
塾
か
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
の
も
い
い
」と「
小

池
政
治
塾
」開
設
に
意
欲
を
示
し
た
。
若

き
日
の
エ
ジ
プ
ト
留
学
を「
遠
く
か
ら
見

る
日
本
へ
の
思
い
が
強
く
な
り
、
日
本
を

見
い
だ
し
た
５
年
間
だ
っ
た
」と
振
り
返

っ
た
。飛
び
込
ん
だ
ば
か
り
の
都
政
か
ら
、

国
政
を
遠
望
す
る
よ
う
に
も
聞
こ
え
た
。

日
本
経
済
新
聞
社
編
集
委
員
　
清
水
　
真
人

る
か
、
計
算
し
抜
い
た「
小
池
劇
場
」を
、

こ
の
日
の
会
見
で
も
演
じ
た
。

　「
都
庁
の
大
盤
振
る
舞
い
」を
一
夜
に

し
て
改
革
し
た
、
と
打
ち
明
け
る
。「
都

庁
が
作
る
資
料
は
Ａ
３
判
で
、
フ
ァ
イ
ル

す
ら
で
き
な
か
っ
た
」。
そ
れ
を
Ａ
４
判

に
変
え
、
両
面
印
刷
に
せ
よ
と
指
示
し
た

の
が
、
小
池
流
都
政
改
革
の
第
一
弾
だ
っ

た
と
い
う
。
た
だ
、
こ
れ
が
エ
コ
に
な
る

か
否
か
は
両
論
あ
る
。「
愛
読
書
は
ド
ラ
ッ

つ
な
が
っ
た
」

と
冷
徹
に
自
己

分
析
し
た
。
自

ら
の
発
言
や
一

挙
手
一
投
足
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ま
で
が
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
か
ら
Ｓ

Ｎ
Ｓ
ま
で
ど
う

受
け
止
め
ら
れ

　
今
年
の
米
大
統
領
選
の
取
材
は
、
米
社

会
を
デ
ィ
ー
プ
に
見
て
回
れ
る
の
が
何
と

も
楽
し
い
。
な
ぜ
ト
ラ
ン
プ
氏
が
大
統
領

候
補
に
な
れ
た
の
か
、
盤
石
の
は
ず
の
ク

リ
ン
ト
ン
氏
の
伸
び
悩
み
は
ど
ん
な
理
由

か
ら
か
。
こ
の
目
で
確
か
め
ら
れ
る
。

　
大
統
領
選
シ
リ
ー
ズ
９
回
目
の
飯
山

氏
と
10
回
目
の
前
嶋
氏
の
２
人
の
研
究

会
は
、
そ
ん
な
疑
問
に
答
え
る
内
容
だ

っ
た
。
２
人
と
も
新
聞
記
者
Ｏ
Ｂ
だ
か

ら
、
論
が
す
っ
き
り
し
て
い
る
。
豊
富

な
図
表
と
カ
ラ
フ
ル
な
写
真
を
使
い
、

と
に
か
く
分
か
り
や
す
か
っ
た
。

　
飯
山
氏
は
ト
ラ
ン
プ
現
象
を
支
え
る

白
人
中
低
所
得
層
が
い
か
に
今
の
米
社

会
で
突
出
し
て
地
盤
沈
下
し
て
い
る
か

を
多
角
的
に
説
明
し
た
。
こ
の
傾
向
の

背
後
に
は
、
米
政
界
で
数
十
年
に
１
回

起
き
る
政
党
の
再
編
成
が
起
き
て
い
る
の

だ
ろ
う
、
と
い
う
の
が
そ
の
結
論
だ
。

　
民
主
党（
リ
ベ
ラ
ル
）対
共
和
党（
保

守
）の
軸
で
は
米
政
治
を
解
説
で
き
ず
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
賛
成
・
反
対

が
新
た
な
政
党
対
立
軸
に
な
る
と
い
う
見

立
て
は
、
ア
メ
リ
カ
経
験
と
詳
細
な
統
計

分
析
で
裏
打
ち
さ
れ
、
刺
激
的
だ
っ
た
。

　
面
白
か
っ
た
の
は
世
界
全
体
で
の
各
所

得
層
の
変
化
。
世
界
中
で
中
所
得
層
の
実

質
所
得
が
減
少
し
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏

支
持
に
回
っ
て
い
る
米
国
の
中
所
得
層
の

不
満
・
不
安
は
世
界
共
通
だ
、
と
言
う
。

　
前
嶋
氏
は
、
第
３
政
党
候
補
の
得
票
が

激
戦
州
で
は
大
統
領
選
の
帰
す
う
を
決
め

る
と
い
う
現
実
、
第
３
政
党
候
補
の
政
策

を
ど
う
２
大
政
党
側
が
取
り
込
ん
で
き
た

か
の
歴
史
を
解
説
し
た
。第
３
政
党
、無
党

派
と
い
う
注
目
さ
れ
な
い
プ
レ
ー
ヤ
ー
が

持
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
興
味
深
か
っ
た
。

　
今
年
は
ト
ラ
ン
プ
氏
が
本
来「
第
３
政

党
の
候
補
」だ
っ
た
が
、
共
和
党
候
補
と

し
て
出
馬
す
る
こ
と
で
同
党
乗
っ
取
り
に

成
功
し
た
と
の
分
析
は
正
鵠
を
射
て
い

る
。
２
大
政
党
制
の
米
国
ゆ
え
に
、
第
３

政
党
候
補
が
大
統
領
に
な
る
の
は
極
め
て

難
し
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
と
２
大
政
党
の

候
補
者
と
し
て
出
馬
し
、
結
果
的
に
既
成

政
党
を
変
質
さ
せ
て
い
く
の
が
最
近
の
傾

向
だ
と
い
う
。

　
第
３
政
党
型
の
候
補
は
２
大
政
党
の
主

流
候
補
が
さ
ま
ざ
ま
な
し
が
ら
み
で
掲
げ

ら
れ
な
い
政
策
を
訴
え
る
か
ら
魅
力
的
に

映
る
。
今
の
米
国
で
２
大
政
党
が
触
れ
て

い
な
い
、
し
か
も
国
民
の
支
持
を
得
る
政

策
は
何
か
、
と
の
問
い
に
、「
格
差
是
正
、

富
の
再
分
配
。
サ
ン
ダ
ー
ス
氏
の
主
張
で

す
」と
い
う
答
え
も
う
な
ず
け
た
。

　
企
画
委
員
　
共
同
通
信
社
論
説
委
員
長

杉
田
　
弘
毅

飯い
い

山や
ま

　雅ま
さ

史し

　北
海
道
教
育
大
学
教
授

前ま
え

嶋し
ま

　和か
ず

弘ひ
ろ

　上
智
大
学
教
授

記者ＯＢが読み解く米大統領選
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星ほ
し

野の

　佳よ
し

路は
る

　星
野
リ
ゾ
ー
ト
代
表

観
光
産
業
発
展
へ
ア
イ
デ
ア
続
々

徳と
く

重し
げ

　徹と
お
る

　テ
ラ
ド
ロ
ー
ン
社
長

6０
％
い
け
る
な
ら
ば
、

と
に
か
く
や
っ
て
み
ろ

　
長
野
県
軽
井
沢
町
の
老
舗
温
泉
旅
館
の

４
代
目
で
、
全
国
各
地
で
旅
館
や
ホ
テ
ル

を
独
自
の
ス
タ
イ
ル
で
経
営
す
る
。
７
月

に
は
東
京
の
大
手
町
に
高
級
旅
館「
星
の

や
東
京
」を
開
い
た
。
星
野
佳
路
・
星
野

リ
ゾ
ー
ト
代
表
は
、
観
光
産
業
の
常
識
を

破
る
異
色
の
経
営
者
で
あ
る
。

　「
日
本
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
し
て
、

ア
ッ
プ
ル
・
サ
ム
ス
ン
を
超
え
る
イ
ン
パ

ク
ト
を
世
の
中
に
残
す
企
業
に
な
り
ま

す
」と
設
立
趣
意
書
に
明
記
し
て
い
る
テ

ラ
モ
ー
タ
ー
ズ
創
業
者
の
徳
重
徹
社
長
。

１
９
７
０
年
生
ま
れ
、
九
州
大
工
学
部
を

結
局
は
安
売
り
競
争
に
陥
る
」

　
い
わ
ゆ
る
差
別
化
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
追

求
す
る
。
戦
略
の
要
諦
は
他
社
と
の
違
い

を
出
す
こ
と
だ
か
ら
、
同
社
は
セ
オ
リ
ー

通
り
に
競
争
戦
略
を
実
行
し
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。
そ
れ
が
独
特
に
見
え
る
の
は
、

星
野
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に「
日
本
の
観

光
産
業
は
健
全
な
競
争
環
境
に
な
っ
て
い

な
い
」た
め
な
の
だ
ろ
う
。

　「
民
泊
に
反
対
す
る
の
は
旅
館
や
ホ
テ

ル
で
、
お
客
の
安
全
が
守
ら
れ
な
い
と
言

う
が
、
余
計
な
お
世
話
だ
」。
本
音
は
競

争
反
対
に
あ
る
と
見
る
。
一
般
の
民
家
が

旅
行
者
を
泊
め
る
民
泊
は
、
旅
館
業
法
な

ど
と
の
関
係
で
議
論
に
な
っ
て
い
る
。

　「
民
泊
と
ウ
ー
バ
ー
が
自
由
な
地
域
が

で
き
れ
ば
、
世
界
中
か
ら
人
が
来
る
」と

請
け
合
う
。
自
家
用
車
で
乗
客
を
運
ぶ
サ

ー
ビ
ス
を
シ
ス
テ
ム
化
し
た
米
国
発
の

「
ウ
ー
バ
ー
」も
自
由
に
は
で
き
な
い
。

　
星
野
氏
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
な

ど
に
集
中
す
る
休
み
が
政
策
的
に
平
準
化

さ
れ
れ
ば
、
需
要
が
増
え
て
競
争
が
盛
ん

に
な
る
と
言
う
。
黙
っ
て
い
て
も
客
が
来

る
繁
忙
期
に
稼
い
で
閑
散
期
を
し
の
ぐ
、

慣
習
的
な
経
営
に
く
み
し
な
い
。

　
競
争
こ
そ
が
観
光
産
業
を
振
興
す
る
と

の
見
方
で
一
貫
し
て
い
る
。
自
前
の
ア
イ

デ
ア
で
経
営
を
発
展
さ
せ
て
き
た
経
験
に

基
づ
く
発
想
だ
ろ
う
。

日
本
経
済
新
聞
出
身
　
森
　
一
夫

世
界
で
通
用
す
る
の
に
、
大
手
企
業
の
海

外
展
開
は
ス
ピ
ー
ド
感
が
な
い
と
指
摘
す

る
。
現
地
で
は
、「
日
本
の
会
社
は
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ（no action talk only

）だ
と
揶
揄

さ
れ
て
い
る
」と
話
す
。

　「
テ
ラ
モ
ー
タ
ー
ズ
の
新
興
国
で
の
取

り
組
み
は
、
ソ
ニ
ー
や
ホ
ン
ダ
な
ど
が
40

～
50
年
前
に
、
海
外
の
市
場
を
開
拓
し
て

き
た
苦
労
と
同
じ
」と
徳
重
氏
。
そ
し
て
、

今
の
日
本
の
大
企
業
が
世
界
で
通
用
し
な

く
な
り
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
生
ま
れ
な

い
背
景
は
、
挑
戦
す
る
志
を
失
っ
た
大
企

業
の
風
土
に
原
因
が
あ
る
と
分
析
す
る
。

　
メ
ガ
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
め
ざ
す
徳
重
氏

が
、
電
動
バ
イ
ク
に
続
い
て
挑
戦
す
る
次

の
一
手
が
ド
ロ
ー
ン
。
そ
の
理
由
は
、「
ド

ロ
ー
ン
は
ま
さ
に
黎
明
期
。
タ
イ
ミ
ン
グ

が
重
要
で
、
今
後
を
考
え
る
と
ハ
ー
ド
で

は
な
く
、
こ
れ
か
ら
需
要
が
伸
び
る
ソ
フ

ト
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
市
場
性
が
あ
る

か
ら
だ
」と
言
う
。

　
す
で
に
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
土
木
測

量
や
農
薬
散
布
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
日
本
で
展

開
し
、
今
後
も
ハ
ー
ド
以
外
の
分
野
で
事

業
の
成
長
を
め
ざ
す
。

　「
情
熱
と
狂
気
が
時
代
を
動
か
す
」と

い
う
吉
田
松
陰
の
言
葉
が
大
好
き
だ
と
い

う
徳
重
氏
は
、
60
％
い
け
る
な
ら
ば
、
と

に
か
く
や
っ
て
み
ろ
、
と
い
う「
無
茶
な

こ
と
を
や
り
き
る
の
が
大
事
」と
語
る
。

産
経
新
聞
社
ド
ロ
ー
ン
タ
イ
ム
ズ
　
田
中
　
亘

ー
ズ
に
な
い
も
の
を
提
供
す
る
」。
星
野

リ
ゾ
ー
ト
の
お
も
て
な
し
は
何
が
特
長
な

の
か
と
の
質
問
に
、
こ
う
答
え
た
。

　「
自
分
た
ち
の
こ
だ
わ
り
」を
売
り
物

に
し
て
、
客
自
身
が
気
付
か
な
い
潜
在
ニ

ー
ズ
を
顕
在
化
す
る
の
が
独
自
の
お
も
て

な
し
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。
怒
る
客
も

時
に
い
る
そ
う
だ
が
、割
り
切
っ
て
い
る
。

「
お
客
の
ニ
ー
ズ
を
聞
い
て
、
全
て
に
応

え
る
や
り
方
で
は
、ほ
か
と
同
じ
に
な
り
、

支
援
し
て
き
た
。
そ
こ
で
グ
ー
グ
ル
や
ア

ッ
プ
ル
な
ど
成
長
す
る
数
多
く
の
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
日
本

か
ら
メ
ガ
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
作
る
べ
き
だ
と

決
意
。
10
年
に
帰
国
し
、
電
動
バ
イ
ク
や

電
動
三
輪
を
製
造
・
販
売
す
る
テ
ラ
モ
ー

タ
ー
ズ
を
設
立
し
た
。

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の

新
興
国
で
電
動
バ
イ
ク
の
市
場
を
開
拓
し

て
き
た
徳
重
氏
は
、
日
本
の
ブ
ラ
ン
ド
は

　「
気
が
利
い

て
、
客
の
求
め

る
も
の
に
先
回

り
し
て
応
え
る

サ
ー
ビ
ス
な

ら
、
海
外
の
大

手
ホ
テ
ル
が
い

く
ら
で
も
や
っ

て
い
る
。
当
社

は
お
客
様
の
ニ

卒
業
し
、
住
友

海
上
保
険
に
入

社
。
２
０
０
０

年
に
サ
ン
ダ
ー

バ
ー
ド
国
際
経

営
大
学
院
で
Ｍ

Ｂ
Ａ
を
取
得

し
、
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
で
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
を



7 ⃝日本記者クラブ会報　2016.10.10　No.560

記 者研修会2016

第
19
回
記
者
研
修
会

プ
ロ
グ
ラ
ム

８
月
25
日（
木
）ク
ラ
ブ
の
概
要
説
明
▼
昼
食
会
：
大
野
恒

太
郎
・
検
事
総
長
／
司
会
：
瀬
口
晴
義
企
画
委
員
／
出
席
：

１
２
８
人（
会
員
に
も
オ
ー
プ
ン
）／
10
階
ホ
ー
ル
▼
会
見

「
離
島
か
ら
の
挑
戦
」山
内
道
雄
・
島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町

長
／
司
会
：
川
上
高
志
企
画
委
員
／
９
階
会
見
場
▼
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
原
発
報
道
： 

再
稼
働
、
廃
炉
、
核
の

ご
み
処
理
問
題
を
考
え
る
」パ
ネ
リ
ス
ト
：
青
木
伸
方
・
福

井
新
聞
社
政
治
部
記
者
、
加
藤
太
啓
・
愛
媛
新
聞
社
報
道
部

副
部
長
、
赤
間
早
也
香
・
南
日
本
新
聞
社
報
道
部
記
者
、
佐

藤
崇
・
福
島
中
央
テ
レ
ビ
常
務
取
締
役
報
道
制
作
局
長
／
司

会
：
服
部
尚
企
画
委
員
／
10
階
ホ
ー
ル
▼
会
見
：
菊
池
由
貴

子
・
大
槌
新
聞
社
代
表
／
司
会
：
小
栗
泉
企
画
委
員
／
10
階

ホ
ー
ル
▼
交
流
会
／
レ
ス
ト
ラ
ン
ア
ラ
ス
カ

8
月
26
日（
金
）韓
国
大
使
館
訪
問
、
会
見
：
李
熙
燮
政
務

公
使
、
館
内
見
学
、
李
俊
揆
・
駐
日
大
使
な
ら
び
に
外
交
官

ら
と
の
懇
談
▼
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
移
動
▼
昼
食
会「
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
支
援
　
現
地
報
告
」中
村
哲
・
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
会
現
地
代
表
／
司
会
：
原
田
正
隆
前
企
画
委
員
／
出
席
：

95
人（
会
員
に
も
オ
ー
プ
ン
）／
10
階
ホ
ー
ル
▼
会
見
：
小

泉
進
次
郎
・
衆
議
院
議
員
／
司
会
：
橋
本
五
郎
企
画
委
員
／

10
階
ホ
ー
ル
▼
研
究
会「
調
査
報
道
：
パ
ナ
マ
文
書
報
道
を

め
ぐ
っ
て
」奥
山
俊
宏
・
朝
日
新
聞
社
編
集
委
員
、
澤
康
臣
・

共
同
通
信
社
特
別
報
道
室
次
長
／
司
会
：
橋
場
義
之
特
別
企

画
委
員
／
10
階
ホ
ー
ル

　
８
月
25
、
26
の
両
日
、
第
19
回
記
者
研
修
会
を
実
施
、

49
社
70
人（
う
ち
非
会
員
＝
以
下
同
じ
＝
15
社
17
人
）が
参

加
し
た
。
内
訳
は
新
聞
34
社
48
人（
6
社
8
人
）、
放
送
15

社
22
人（
9
社
9
人
）。
参
加
者
に
よ
る
報
告
を
紹
介
す
る
。

　「
な
い
も
の
は
な
い
」「
あ
る
も
の
を
磨
く
」「
外
貨
を
得

よ
」「
逃
げ
じ
ゃ
な
く
て
攻
め
」「
地
域
は
経
営
す
る
も
の
」

「
役
場
は
住
民
総
合
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
」「
移
住
か
ら
定

住
」「
来
る
人
拒
ま
ず
去
る
人
追
わ
ず
」。
島
根
県
隠
岐
郡

海あ

士ま

町
の
山
内
道
雄
町
長
の
口
か
ら
次
々
と
飛
び
出
す
、

地
方
創
生
の〝
格
言
〟。

　
島
根
半
島
の
沖
合
に
浮
か
ぶ
人
口
２
４
０
０
人
の
島
、

海
士
町
で
２
０
０
２
年
か
ら
町
長
を
務
め
る
山
内
氏
。
過

疎
化
、
高
齢
化
、
財
政
悪
化
が
進
む
島
の
立
て
直
し
に
力

を
注
ぎ
、
東
京
で
売
れ
る「
島
ブ
ラ
ン
ド
」の
確
立
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
廃
校
寸
前
だ
っ
た
島
唯
一

の
高
校
に
は
、
全
国
24
都
道
府
県
か
ら
生
徒
が
集
ま
り
、

町
の
人
口
の
２
割
近
く
を
移
住
者
が
占
め
る
。

　
１
時
間
を
超
え
る
会
見
で
、
何
よ
り
伝
わ
っ
て
き
た
の

は
、
町
長
の
熱
さ
。
こ
の
熱
が
島
中
に
伝
播
し
て
い
る
様

子
が
浮
か
ん
で
く
る
。「
町
お
こ
し
が
う
ま
く
い
っ
て
い

な
い
町
は
、
本
気
に
な
っ
て
い
な
い
町
」と
言
い
切
る
山

内
町
長
。
ト
ッ
プ
の
熱
を
、
役
場
に
、
住
民
に
ど
う
伝
え

る
か
。
そ
れ
が
地
方
創
生
の
第
一
歩
だ
と
感
じ
た
。

　
町
長
い
わ
く
、「
海
士
町
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
例
で
あ
っ

て
、
成
功
事
例
で
は
な
い
」。
日
本
中
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

例
で
あ
ふ
れ
た
と
き
、
地
方
創
生
と
い
う
言
葉
は
な
く
な

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

信
越
放
送
報
道
部
　
中
村
　
育
子

　
30
年
以
上
に
わ
た
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
活
動
を
紹

介
し
た
。
医
師
と
し
て
現
地
医
療
に
携
わ
る
傍
ら
、
２
０

０
０
年
の
大
干
ば
つ
で
必
要
に
迫
ら
れ
た
飲
料
水
源
の
確

保
に
も
取
り
組
み
、
約
10
年
間
で
、
砂
漠
化
し
た
土
地
に

全
長
27
㌔
メ
ー
ト
ル
の
用
水
路
を
完
成
さ
せ
た
。「
２
０

２
０
年
ま
で
に
１
万
６
５
０
０
㌶
に
及
ぶ
地
域
を
緑
豊
か

な
土
地
に
よ
み
が
え
ら
せ
、
65
万
人
が
暮
ら
せ
る
よ
う
に

し
た
い
」と
今
後
の
目
標
も
語
っ
た
。
現
在
、
そ
の
９
割

を
達
成
し
て
い
る
と
い
う
。

　
01
年
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ア
フ
ガ
ン
空
爆
に
も
触
れ

「
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
爆
撃
と
説
明
し
て
い
た
が
、
あ
れ
は
無

差
別
爆
撃
。
日
本
の
人
々
は
サ
ッ
カ
ー
観
戦
で
も
す
る
よ

う
に
テ
レ
ビ
に
か
じ
り
つ
い
て
い
た
」と
振
り
返
っ
た
。

Ｉ
Ｓ（
イ
ス
ラ
ム
国
）の
今
後
や
、
日
本
の
果
た
す
べ
き

役
割
に
つ
い
て
も
言
及
し「
日
本
は
イ
ス
ラ
ム
と
欧
州
の

対
立
構
図
に
は
の
み
込
ま
れ
な
い
で
ほ
し
い
」と
警
鐘
を

鳴
ら
し
た
。

　
中
村
さ
ん
が
最
後
に
参
加
者
に
贈
っ
た
言
葉
は「
一
隅

を
照
ら
す
」。
こ
れ
ま
で
ア
フ
ガ
ン
に
懸
け
て
き
た
自
身

の
半
生
を
踏
ま
え「
浅
く
広
く
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
だ

が
、
１
つ
の
テ
ー
マ
を
深
く
追
い
、
真
実
を
見
極
め
る
。

そ
れ
を
眺
め
る
こ
と
で
広
く
他
の
こ
と
も
見
え
る
よ
う
に

な
る
」と
各
記
者
の
仕
事
に
通
じ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し

て
く
れ
た
。 

静
岡
新
聞
社
社
会
部
　
大
沼
　
雄
大

山や
ま

内う
ち

　道み
ち

雄お

島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町
長

消
滅
の
危
機
か
ら

地
方
創
生
の
第
一
歩
へ

中な
か

村む
ら

　哲て
つ

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
代
表

「
一
隅
を
照
ら
す
」

記
者
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
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　「
一
連
の
改
革
の
首
尾
が
整
っ
た
こ
と

が
、
区
切
り
と
な
っ
た
」

　
２
０
１
４
年
７
月
に
検
察
ト
ッ
プ
に
就

い
て
か
ら
２
年
余
、
９
月
で
退
官
す
る
理

由
を
こ
う
説
明
し
た
。
そ
の
顔
は「〝
検

察
再
生
〟へ
の
道
筋
は
つ
け
た
」と
い
う

自
信
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　
今
年
５
月
に
成
立
し
た
刑
事
司
法
関
連

法
。
取
り
調
べ
の
録
音
・
録
画（
可
視
化
）

の
義
務
付
け
、
司
法
取
引
制
度
の
導
入
、

通
信
傍
受
の
対
象
犯
罪
の
拡
大
を
３
本
の

柱
と
し
、
取
り
調
べ
や
供
述
調
書
へ
の
過

度
の
依
存
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
い
る
。「
よ
り
確
実
な
証
拠
で
適
正
に

判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
真
相
解
明
の

　
当
時
の
稲
田
朋
美
政
調
会
長
が「
一
番

大
変
だ
か
ら
」と
い
う
理
由
で
、
自
民
党

農
林
部
会
長
を
小
泉
進
次
郎
氏
に
任
せ
た

と
い
う
話
を
聞
き
、
政
権
与
党
の
中
枢
に

地
方
の
現
状
が
ど
れ
ほ
ど
伝
わ
っ
て
い
る

の
か
不
安
を
感
じ
た
。

　「
人
口
減
少
を
嘆
く
の
は
や
め
よ
う
」

「
食
の
構
造
を
転
換
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
」

―
。
進
次
郎
氏
の

心
地
よ
さ
さ
え
感

じ
る
改
革
志
向
の

発
言
は
、
や
は
り

父
親
の
小
泉
純
一

郎
元
首
相
と
重
な

っ
た
。

　
２
期
目
の
農
林

部
会
長
を
希
望

し
、「
続
投
」
し

た
進
次
郎
氏
は
、
会
見
で
豊
か
さ
の
在
り

方
に
つ
い
て
問
う
た
。
同
部
会
で
現
在
の

加
工
食
品
の
原
産
地
表
示
が
２
割
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
10
割
を
提
案

す
る
と
、
予
想
さ
れ
た
異
論
は
出
な
か
っ

た
と
い
う
。
食
の
安
心
安
全
は
消
費
者
が

最
も
気
に
な
る
こ
と
の
１
つ
で
、
当
然
と

言
え
ば
当
然
だ
。

た
め
の
制
度
だ
」と
強
調
し
た
。

　
当
初
は
、
検
察
内
部
で
も
取
り
調
べ
の

録
音
・
録
画
の
義
務
付
け
に
消
極
的
な
意

見
が
多
か
っ
た
と
い
う
が
、
近
年
は
黙
秘

や
否
認
事
件
が
増
え
る
な
ど
捜
査
環
境
が

変
わ
っ
て
き
た
。
取
り
調
べ
を
受
け
る
被

疑
者
の
表
情
が
分
か
る
な
ど
の
観
点
か
ら

も
、
供
述
調
書
よ
り
高
い
証
拠
価
値
が
あ

り
、「
取
り
調
べ
の
適
正
さ
が
確
保
さ
れ

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い
」と

力
を
込
め
た
。

　
検
察
改
革
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
大
阪

地
検
特
捜
部
の
証
拠
改
ざ
ん
隠
蔽
事
件
を

「
国
民
か
ら
厳
し
い
批
判
が
集
ま
り
、従
来

型
の
手
法
に
引
導
を
渡
す
こ
と
に
な
っ
た
」

と
振
り
返
る
。
自
白
や
供
述
調
書
を
軸
と

し
た
こ
れ
ま
で
の
捜
査
手
法
が
、
検
察
組

織
の
構
造
的
な
腐
敗
を
招
い
た
と
い
え

る
。こ
の
手
法
を
見
直
し
、他
の
先
進
国
と

同
じ
、
取
り
調
べ
や
自
白
に
よ
ら
な
い
証

拠
収
集
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
検
察
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
た
事
件
の
発

覚
か
ら
丸
６
年
。
制
度
は
整
い
つ
つ
あ
る

が
、
信
頼
回
復
は
道
半
ば
と
い
え
る
。
司

法
取
引
制
度
の
導
入
や
通
信
傍
受
の
対
象

拡
大
に
は「
冤
罪
を
生
む
の
で
は
な
い

か
」「
不
当
に
人
権
を
侵
害
す
る
の
で
は
な

い
か
」な
ど
、
国
民
か
ら
の
不
安
の
声
も

根
強
い
。
制
度
の
適
切
な
運
用
を
期
待
し

つ
つ
、
改
革
の
行
く
末
を
見
届
け
た
い
。

中
日
新
聞
名
古
屋
社
会
部
　
天
田
　
優
里

　
経
済
成
長
を
尺
度
に
し
な
い
価
値
観
が

求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
の
は
事
実
。
地
方

に
生
き
る
者
と
し
て
模
索
の
契
機
と
な
る

問
い
掛
け
に
な
っ
た
と
思
う
。

　
戦
後
復
興
の
中
で
発
展
し
て
き
た
全
国

の
卸
売
市
場
の
仕
組
み
や
Ｊ
Ａ
の
構
造
的

な
問
題
を
指
摘
し
、
転
換
の
必
要
性
を
口

に
し
て
い
た
進
次
郎
氏
。「
今
ま
で
の
や

り
方
で
や
り
た
い
人
が
多
い
の
だ
ろ
う
」

と
分
析
し
な
が
ら
も
、「（
日
本
の
第
１
次

産
業
が
）世
界
で
勝
負
す
る
流
れ
を
つ
く

っ
て
い
く
」と
力
強
く
語
っ
て
い
た
。

　
変
化
を
強
調
す
る
進
次
郎
氏
が
ど
こ
ま

で
地
方
に
目
を
向
け
て
い
る
か
を
考
え

た
。
中
山
間
地
な
ど
で
暮
ら
す
人
々
へ
の

配
慮
や
視
点
が
抜
け
落
ち
て
い
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
だ
。
宮
崎
県
に
も
販
路
を
海

外
に
求
め
る
よ
う
な
意
欲
の
強
い
農
家
も

い
る
。
し
か
し
、
集
落
で
助
け
合
い
な
が

ら
農
作
物
を
作
り
、
地
域
の「
道
の
駅
」

や
ス
ー
パ
ー
で
売
る
中
小
零
細
農
家
が
多

数
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

　
進
次
郎
氏
の
描
く
農
林
漁
業
の
将
来
像

は
、
会
見
だ
け
で
は
お
ぼ
ろ
げ
に
し
か
見

え
な
か
っ
た
。
た
だ
、
繰
り
返
し
て
い
た

「
頑
張
っ
て
で
き
な
い
こ
と
よ
り
、
頑
張

る
と
で
き
る
こ
と
が
多
い
」と
い
う
言
葉

に
は
政
治
家
と
し
て
の
責
任
、
覚
悟
が
に

じ
む
。
農
業
県
の
一
員
と
し
て
農
林
部
会

長
の
手
腕
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

宮
崎
日
日
新
聞
社
報
道
部
　
草
野
　
航

大お
お

野の

　恒こ
う

太た

郎ろ
う

　検
事
総
長

刑
事
司
法
改
革

新
た
な
検
察
の
ス
タ
ー
ト
に

小こ

泉い
ず
み

　進し
ん

次じ

郎ろ
う

　衆
議
院
議
員

構
造
転
換
は
力
強
く

地
方
へ
の
視
点
は
お
ぼ
ろ
げ

クラブ会員と一緒の昼食会（8.25）



9 ⃝日本記者クラブ会報　2016.10.10　No.560

記 者研修会2016

奥お
く

山や
ま

　俊と
し

宏ひ
ろ

朝
日
新
聞
社
編
集
委
員

澤さ
わ

　
　康や

す

臣お
み

共
同
通
信
社
特
別
報
道
室
次
長

「
お
か
し
い
」
な
ら
特
別
視
せ
ず
調
査
報
道
を

　
世
界
中
を
震
撼
さ
せ
た「
パ
ナ
マ
文
書
」。
各
国
の
権

力
者
や
富
裕
層
が
パ
ナ
マ
の
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン（
租
税

回
避
地
）に
ペ
ー
パ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
を
設
立
し
て
い
た
。

違
法
と
は
言
え
な
い
が
、
お
か
し
い
―
―
。
史
上
最
大
の

調
査
報
道
は
こ
こ
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
問
題
提
起
が
大
き

な
反
響
を
呼
ん
だ
。
今
回
、
当
事
者
で
あ
る
記
者
の
証
言

で
、
調
査
報
道
の
意
義
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　
南
ド
イ
ツ
新
聞
に
も
た
ら
さ
れ
た
情
報
を
、
世
界
各
国

の
３
０
０
人
以
上
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
共
有
し
た
。
権

力
者
側
か
ら
の
妨
害
や
圧
力
を
想
定
し
な
が
ら
、
よ
り
広

域
的
に
、
よ
り
大
き
な
衝
撃
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
、
報
道

機
関
の
壁
を
越
え
て
世
界
同
日
で
の
報
道
解
禁
に
な
っ

た
。

　
資
産
隠
し
だ
け
で
な
く
、
テ
ロ
や
犯
罪
資
金
の
温
床
に

な
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
、
そ
こ
に
目
を
向
け
さ
せ
た

こ
と
は
、
世
界
平
和
の
実
現
に
向
け
て
抑
止
力
に
な
る
。

　
会
見
で
は
、日
本
の
調
査
報
道
の
弱
さ
が
指
摘
さ
れ
た
。

「
調
査
報
道
は
特
別
で
は
な
い
。『
お
か
し
い
』『
な
ぜ
』が

ス
タ
ー
ト
。
ハ
ー
ド
ル
は
低
く
あ
る
べ
き
」

　
記
者
の
問
題
意
識
の
先
に
は
読
者
、
成
熟
し
よ
う
と
す

る
社
会
が
あ
る
。
目
線
は
低
く
、
志
の
高
い
記
者
で
あ
り

た
い
。

読
売
新
聞
西
部
本
社
社
会
部
　
田
中
　
浩
司

　「
市
町
村
単
位
の
新
聞
が
増
え
る
と
メ
デ
ィ
ア
の
底
辺

が
広
が
る
」。
私
を
含
め
た
市
町
村
の
ロ
ー
カ
ル
エ
リ
ア

を
舞
台
に
活
動
す
る
新
聞
記
者
に
と
っ
て
は
、
共
感
と
使

命
感
を
持
た
せ
る
一
つ
の
言
葉
と
な
っ
た
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
７
カ
月
後
、
石
垣
市
の
訪
問

団
が
友
好
都
市
を
結
ん
で
い
る
岩
手
県
北
上
市
を
訪
れ

た
。
私
は
同
行
取
材
を
機
に
大
槌
町
へ
向
か
い
、
取
材
し

た
こ
と
を
振
り
返
っ
た
。
１
７
７
１（
明
和
８
）年
、
石
垣

島
の
南
東
沖
が
震
源
と
み
ら
れ
る
大
地
震
が
発
生
。
高
さ

約
85
㍍
の
大
津
波
は
石
垣
を
含
む
周
辺
の
島
々
を
の
み
込

ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
無
論
、
新
聞
が
な
い
当
時
に
島

民
が
情
報
を
得
る
術
は
な
い
。

　
あ
れ
か
ら
２
４
０
年
後
の
２
０
１
１
年
。
大
槌
町
を
襲

っ
た
地
震
と
大
津
波
で
、
町
は
メ
デ
ィ
ア
空
白
域
と
な
っ

た
。
菊
池
さ
ん
は「
町
の
新
聞
が
な
く
て
悔
し
さ
が
に
じ

ん
だ
。
復
興
に
向
か
う
姿
を
町
全
体
で
共
有
し
た
い
」と

町
の
メ
デ
ィ
ア
を
立
ち
上
げ
た
。
全
国
紙
や
県
紙
、
地
方

紙
で
、
紙
面
は
違
え
ど
記
者
が
担
う
役
割
は
同
じ
。

　
菊
池
さ
ん
の「
俯ふ

瞰か
ん

し
て
当
事
者
意
識
を
持
つ
」は
、

わ
れ
わ
れ
記
者
の
重
要
な
素
質
で
あ
り
、「
中
身
次
第
で

新
聞
は
な
く
な
ら
な
い
。
み
ん
な
が
読
み
た
い
記
事
を
出

せ
ば
い
い
」と
語
る
姿
は
、
原
点
の
言
葉
と
し
て
私
の
五

感
を
奮
い
立
た
せ
た
。

八
重
山
毎
日
新
聞
社
編
集
部
　
砂
川
　
孫
優

　
東
京
・
仙
台
坂
の
駐
日
韓
国
大
使
館
訪
問
で
は
、
大
使

館
を
あ
げ
て
の
歓
迎
を
受
け
た
。

　
ま
ず
、
李イ

煕ヒ
ソ
プ燮

政
務
公
使
が
会
見
し
、
両
国
は
お
互
い

に
第
３
位
の
貿
易
国
で
あ
り
、
よ
り
経
済
協
力
を
進
め
る

べ
き
だ
と
の
考
え
を
示
し
た
。
具
体
的
に
は
、
韓
国
の
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
製
造
力
に
日
本
の
資
本
と
技
術
を
提
携

さ
せ
、
新
興
国
の
イ
ン
フ
ラ
や
プ
ラ
ン
ト
を
整
備
す
る
事

業
展
開
が
両
国
の
利
益
に
な
る
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
日
本
で
の
反
韓
感
情
が
深
刻
で
あ
る
こ
と
を
懸

念
し
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
韓
国
国
民
か
ら
の
募
金
な
ど

の
事
例
を
挙
げ
、
日
本
国
民
へ
の
理
解
を
求
め
た
。

　
元
慰
安
婦
へ
の
支
援
事
業
に
充
て
ら
れ
る
10
億
円
に
つ

い
て
は
、「
日
本
が
直
接
、
政
府
の
予
算
で
出
し
た
こ
と

に
意
味
が
あ
る
」と
述
べ
た
。

　
李
公
使
の
会
見
の
後
、
大
使
公
邸
へ
招
か
れ
た
。
７
月

に
着
任
し
た
李イ

俊ジ
ュ
ン

揆ギ
ュ

大
使
は
、
記
者
一
人
ひ
と
り
と
握
手

を
し
て
迎
え
入
れ
、「
両
国
の
良
い
雰
囲
気
を
継
続
さ
せ
、

良
好
な
関
係
を
築
き
た
い
」と
述
べ
、
記
者
か
ら
の
質
疑

菊き
く

池ち

　由ゆ

貴き

子こ

大
槌
新
聞
社
代
表（
岩
手
県
大
槌
町
）

私
た
ち
記
者
の
使
命
と
は
何
か

韓
国
大
使
館
訪
問

参
加
者
全
員
を
握
手
で
迎
え
た
李
俊
揆
大
使

新任の李大使（左）と懇談（8.26）

に
応
じ
た
。

　
最
後
に
、
セ
ミ
が
鳴
く
芝

生
の
庭
園
で
全
員
そ
ろ
っ
て

記
念
撮
影
を
し
た
。
両
国
の

関
係
が
よ
り
良
い
も
の
と
な

る
こ
と
を
願
う
、
ひ
と
時
で

あ
っ
た
。

　
九
州
朝
日
放
送
報
道
部
　

和
田
　
武
之
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

原
発
報
道
： 

再
稼
働
、
廃
炉
、
核
の
ご
み

処
理
問
題
を
考
え
る

〈
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
〉

●
再
稼
働
の
大
前
提
は

︱
　
６
年
目
の
福
島
の
状
況
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
と
迷
い

な
が
ら
も
、
再
稼
働
問
題
の
大
前
提

は
福
島
原
発
事
故
を
ど
う
捉
え
る
か

な
の
だ
と
考
え
直
し
、
パ
ネ
リ
ス
ト

に
加
わ
っ
た
。福
島
の
今
を
見
れ
ば
、

事
故
が
起
き
た
時
に
避
難
で
き
る
か
ど
う
か
で
は
な
い
。

５
年
半
が
た
つ
今
な
お
９
万
人
近
く
が
避
難
生
活
を
続
け

る
。
そ
れ
を
前
提
と
し
た
議
論
が
あ
っ
た
か
。
福
島
は
、

避
難
指
示
区
域
を
除
け
ば
、「
不
安
に
濃
淡
の
差
は
あ
れ
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
日
常
を
取
り
戻
し
て
い
る
」
と
も
報
告

し
た
。

　
し
か
し
、
課
題
は
実
は
複
雑
化
し
、
そ
の
一
方
で
、
風

化
と
無
関
心
が
福
島
の
内
と
外
と
の
ズ
レ
を
拡
大
さ
せ
て

い
る
。
新
知
事
の
動
き
が
注
目
さ
れ
る
鹿
児
島
の
赤
間
記

者
か
ら
さ
え「
再
稼
働
し
た
後
は
地
域
の
関
心
が
ど
ん
ど

ん
薄
れ
て
い
く
」と
、
地
元
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
も
ど
か

し
さ
が
吐
露
さ
れ
た
。
福
島
原
発
の
廃
炉
に
は
40
年
以
上

か
か
る
と
い
わ
れ
る
が
、
廃
炉
、
核
の
ご
み
に
関
わ
る
の

は
福
島
だ
け
で
も
、
原
発
立
地
地
域
だ
け
で
も
な
い
。

福
島
中
央
テ
レ
ビ
常
務
取
締
役
報
道
制
作
局
長
　
　
佐
藤
　
崇

●
福
島
の
状
況
、
常
に
心
に
留
め
報
道
を

　
福
島
原
発
事
故
か
ら
５
年
半
が
過
ぎ
、
さ
ら
に
問
題
が

複
雑
化
し
て
い
る
こ
と
を
、
福
島
中

央
テ
レ
ビ
の
佐
藤
報
道
制
作
局
長
の

話
で
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
子
ど
も
た

ち
の
低
線
量
被
ば
く
に
よ
る
健
康
不

安
は
拭
え
な
い
だ
ろ
う
し
、
廃
炉
作

業
や
除
染
ご
み
の
処
分
は
不
透
明
感

が
漂
う
。国
内
最
大
の
原
発
立
地
県
の
担
当
記
者
と
し
て
、

福
島
の
状
況
や
教
訓
を
常
に
心
に
留
め
、
福
井
県
民
に
伝

え
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
あ
ら
た
め
て
感

じ
た
。

　
原
発
の
再
稼
働
も
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て

い
る
。
熊
本
地
震
で
耐
震
面
へ
の
不
安
が
残
り
、
事
故
時

の
避
難
計
画
は
現
実
味
が
な
い
。
国
は
、
国
民
の
疑
念
に

真
摯
に
向
き
合
う
責
任
が
あ
る
と
思
う
。

　
討
論
で
最
後
に
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
原
発
の

必
要
性
は
大
き
く
揺
ら
い
で
い
る
。「
も
ん
じ
ゅ
」の
増

殖
路
線
は
も
は
や
あ
り
得
ず
、
政
府
は
破
た
ん
し
て
い
る

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
見
直
し
、
核
の
ご
み
の
最
終
処
分
な

ど
出
口
戦
略
を
重
視
す
る
時
期
に
来
て
い
る
と
感
じ
る
。

福
井
新
聞
社
政
治
部
　
青
木
　
伸
方

●
福
島
か
ら
の
重
い
言
葉

　
地
元
の
状
況
を
報
告
し
て
い
る
時
に
ふ
と
、
２
０
０
８

～
09
年
度
に
取
材
し
て
い
た
原
子
力
安
全・保
安
院（
当
時
）

の
耐
震
審
査
を
思
い
出
し
た
。
四
国
電
力
伊
方
原
発
は
東

京
電
力
福
島
第
一
原
発
な
ど
と
同
じ

グ
ル
ー
プ
で
、
地
震
や
津
波
へ
の
安

全
対
策
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
。
審

査
結
果
は
、
両
原
発
と
も
に「
安
全

性
を
確
保
し
て
い
る
」と
い
う
事
業

者
の
評
価
を
妥
当
だ
と
判
断
し
た
。

　
11
年
３
月
、
福
島
第
一
原
発
で
事
故
が
起
こ
っ
た
。
一

方
、
伊
方
原
発
で
は
、
約
５
年
４
カ
月
間
停
止
し
て
い
た

３
号
機
が
今
年
８
月
に
再
稼
働
し
た
。
同
じ
国
の
審
査
に

「
合
格
」し
た
両
原
発
の
間
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
差
異
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。「
再
稼
働
の
議
論
が
こ
ん
な
に
早
く

起
こ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
も
っ
と
慎
重
に
」。
今
回

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
寄
せ
ら
れ
た
福
島
か
ら

の
意
見
を
重
く
切
実
に
受
け
止
め
た
。

愛
媛
新
聞
社
報
道
部
副
部
長
　
加
藤
　
太
啓

●
福
島
の
今
を
出
発
点
に

　
原
発
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
事
故
の
被
災
地
の
今
を
出
発

点
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
あ

ら
た
め
て
強
く
感
じ
た
。「
福
島
は

ま
だ
教
訓
に
す
る
よ
う
な
過
去
の
話

で
は
な
い
」と
い
う
福
島
中
央
テ
レ

ビ
の
佐
藤
崇
さ
ん
の
言
葉
が
響
い

た
。
事
故
発
生
か
ら
５
年
半
が
過
ぎ
、
課
題
が
多
様
化
・

複
雑
化
し
、
人
間
関
係
に
も
深
い
影
を
落
と
し
て
い
る
こ

と
も
教
わ
っ
た
。

　
原
発
政
策
は
、
地
方
に
負
担
を
押
し
つ
け
て
い
る
と
思

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
福
島
の
原
発
で
つ
く
っ
て
い
た
電
気

は
関
東
へ
。
新
規
制
基
準
の
下
、
国
内
の
先
陣
を
切
っ
て

再
稼
働
し
た
九
州
電
力
川
内
原
発（
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内

市
）で
つ
く
る
電
気
の
大
消
費
地
は
、
福
岡
市
や
鹿
児
島

市
な
ど
の
都
市
部
だ
。
た
だ
、
ひ
と
た
び
事
故
が
起
き
れ

ば
被
災
す
る
の
は
地
元
の
人
。
原
発
問
題
に
つ
い
て
、
多

く
の
人
が
自
分
事
と
し
て
関
心
を
持
ち
考
え
て
も
ら
え
る

よ
う
、
原
発
報
道
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

南
日
本
新
聞
社
報
道
部
　
赤
間
　
早
也
香
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〈
原
発
立
地
県
の
記
者
と
し
て
〉

●
共
通
の
話
題
　
記
事
展
開
の
参
考
に

　
原
発
取
材
担
当
者
の
パ
ネ
ル
討
論
は
、

再
稼
働
に
向
け
た
審
査
が
進
む
北
海
道
電

力
泊
原
発
の
地
元
を
担
当
す
る
私
に
と
っ

て
、
示
唆
に
富
ん
だ
内
容
だ
っ
た
。
実
効

性
が
乏
し
い
避
難
計
画
や
置
き
去
り
の
世

論
。
ど
れ
も
共
通
の
話
題
で
、
今
後
の
記

事
展
開
の
参
考
に
し
た
い
。

　
泊
で
は「
原
発
以
外
の
産
業
が
な
く
、

再
稼
働
に
賛
成
せ
ざ
る
を
得
な
い
」と
い

う
消
極
的
賛
成
論
が
渦
巻
く
。
美
浜
、
敦

賀
の
廃
炉
ビ
ジ
ネ
ス
の
行
方
な
ど
を
注
視

し
、
新
た
な
可
能
性
を
提
示
で
き
れ
ば
と

気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
る
。

北
海
道
新
聞
社
岩
内
支
局
　
角
田
　
悠
馬

●
現
場
か
ら
問
い
続
け
な
け
れ
ば

　「
こ
ん
な
に
早
く
再
稼
働
の
議
論
が
進

む
と
は
。
福
島
を
伝
え
切
れ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
」。
原
発
報
道
の
パ
ネ
ル
討

論
で
語
ら
れ
た
言
葉
が
頭
か
ら
離
れ
な

い
。
自
分
自
身
へ
の
反
省
に
加
え
、
重
い

責
任
も
感
じ
た
。

　
国
の
電
力
事
情
や
住
民
の
不
安
、
政
治

が
複
雑
に
絡
む
中
で
何
を
報
道
す
る
べ
き

か
。
再
び
事
故
が
起
き
て
か
ら
後
悔
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
何
十
年
か
そ
れ
以

上
か
、
記
者
の
葛
藤
は
続
く
だ
ろ
う
が
、

原
発
か
ら
、
福
島
か
ら
、
問
い
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

新
潟
日
報
社
報
道
部
　
栗
原
　
淳
司

●
他
県
の
状
況
を
見
つ
め
る
意
義

　
私
の
実
家
は
島
根
原
発（
松
江
市
鹿
島

町
）か
ら
直
線
２
・
７
㌔
。
原
発
と
共
生

し
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
、

拙
速
に
も
映
る
再
稼
働
の
動
き
に
不
安
は

拭
え
ず
、
そ
の
存
在
は
揺
ら
い
で
い
る
。

　「
地
域
の
た
め
に
な
る
」と
い
う
物
差

し
で
取
材
を
重
ね
る
が
、
視
点
が
地
域
経

済
に
と
ど
ま
ら
ず
、
雇
用
、
安
全
な
ど
と

多
様
化
し
、
迷
う
こ
と
が
多
い
。
パ
ネ
ル

討
論
を
聞
き
、
そ
の
答
え
は
他
の
立
地
県

の
状
況
を
深
く
見
つ
め
る
こ
と
で
分
か
る

か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
た
。

　
山
陰
中
央
新
報
社
地
域
報
道
部　

曽
田
　
元
気

〈
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
〉

●
進
ま
ぬ
原
因
究
明
　
進
む
再
稼
働

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
５

年
半
が
た
ち
、
原
発
再
稼
働
の
動
き
も
進

み
、「
原
発
ゼ
ロ
」是
非
の
議
論
は
な
し

崩
し
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
政
府
が
再
び
原
発
回
帰
に
向
か
う
な
か

で
、
原
発
立
地
県
で
は
ど
ん
な
課
題
に
直

面
し
て
い
る
の
か
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て

福
井
新
聞
、
愛
媛
新
聞
、
南
日
本
新
聞
、

福
島
中
央
テ
レ
ビ
の
記
者
を
招
き
、
現
状

を
報
告
し
て
も
ら
っ
た
。

　
全
国
で
も
最
多
の
原
発
を
抱
え
る
福
井

県
。
高
速
増
殖
原
型
炉「
も
ん
じ
ゅ
」の

存
廃
な
ど
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
問
題
に
も

直
面
す
る
。
福
井
新
聞
の
報
告
か
ら
、
原

発
を
め
ぐ
る
主
体
性
に
欠
け
る
政
策
の
無

軌
道
さ
に
、
絡
み
合
っ
た
糸
を
と
き
ほ
ぐ

す
報
道
の
苦
労
を
垣
間
見
た
。

　
８
月
に
再
稼
働
し
た
ば
か
り
の
四
国
電

力
伊
方
原
発
が
あ
る
愛
媛
県
。
再
稼
働
後

も
原
発
防
災
の
問
題
で
気
を
抜
け
な
い

日
々
が
続
く
。

　
福
島
第
一
原
発
事
故
後
、
国
内
初
の
再

稼
働
か
ら
１
年
が
過
ぎ
た
九
州
電
力
川
内

原
発
が
立
地
す
る
鹿
児
島
県
の
南
日
本
新

聞
で
も
、
原
発
停
止
を
掲
げ
る
三
反
園
訓

知
事
の
取
り
組
み
を
ど
う
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
く
の
か
、
難
し
い
課
題
に
迫
ら
れ
て
い

た
。

　
今
な
お
８
万
８
０
０
０
人
も
の
住
民
が

避
難
生
活
を
送
り
、
事
故
現
場
の
収
束
作

業
も
進
ま
な
い
福
島
県
。
福
島
中
央
テ
レ

ビ
の
報
告
は
、
事
故
は
い
ま
だ
続
い
て
い

る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
、
重
た
い
響
き
を

持
っ
た
。

　
原
発
の
事
故
原
因
の
究
明
や
、
事
故
時

の
避
難
の
教
訓
も
、
い
ま
だ
に
き
ち
ん
と

く
み
取
れ
て
い
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
原

発
再
稼
働
だ
け
は
進
む
。
こ
の
落
差
の
大

き
さ
に
、
あ
ら
た
め
て
報
道
の
責
任
が
問

わ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

　
原
発
運
転
で
出
る
核
の
ご
み（
高
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
棄
物
）処
分
も
課
題
に
挙
が

っ
た
。
経
済
産
業
省
は
年
内
に
科
学
的
有

望
地
と
す
る
地
域
を
示
す
方
針
だ
。
立
地

の
問
題
を
超
え
て
、
原
発
問
題
は
新
た
な

段
階
を
迎
え
て
い
る
。

　
企
画
委
員
　
朝
日
新
聞
社
編
集
委
員

　
服
部
　
尚

原発取材の経験豊富なパネリストたちの報告と討論は予定の2時間を
超えても続いた（8.25）
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参加記者の声

●
原
点
に
立
ち
返
る
　「
当
事
者
に
寄
り

添
っ
た
報
道
を
」―
。
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
で
あ
る
岩
手
県
大
槌
町
で
、
一
人

「
大
槌
新
聞
」を
発
行
す
る
菊
池
由
貴
子

代
表
の〝
苦
言
〟が
心
に
突
き
刺
さ
っ
た
。

　
原
発
担
当
記
者
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
市
民
の
温
度
差
、
今
後
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
な
ど
数
十
年
先
を
見
据
え

て
の「
伝
え
る
」悩
み
な
ど
率
直
な
声
に

触
れ
、
ペ
ン
を
持
つ
者
な
ら
一
度
は
向
き

合
う
悩
み
と
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
た
。

　
パ
ナ
マ
文
書
を
め
ぐ
る
調
査
報
道
の
研

究
会
で
は
メ
デ
ィ
ア
、
事
象
の
大
小
に
か

か
わ
ら
ず
、
疑
問
を
抱
き
、
地
道
に
取
り

組
む
と
い
う
記
者
の
原
点
に
立
ち
返
る
機

会
に
な
っ
た
。
惰
性
に
流
さ
れ
ず
真
摯
に

記
者
の
使
命
に
向
き
合
い
た
い
。

十
勝
毎
日
新
聞
社
東
京
支
社
　
原
山
知
寿
子

●
問
わ
れ
る
報
道
の
表
現
力
　
パ
ナ
マ
文

書
報
道
を
め
ぐ
る
報
道
に
つ
い
て
の
討
論

で
、
調
査
報
道
の
重
要
性
、
可
能
性
を
あ

ら
た
め
て
実
感
し
た
。
澤
康
臣
・
共
同
通

信
社
特
別
報
道
室
次
長
の「
著
し
く
遅
れ

た
日
本
の
情
報
公
開
を
改
善
し
よ
う
」と

の
指
摘
や
、
提
供
さ
れ
た
情
報
を
記
事
化

す
る
た
め
の
裏
付
け
取
材
の
手
法
な
ど
は

大
変
参
考
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
小
泉
進
次
郎
衆
院
議
員
が
会
見

冒
頭
で
言
葉
の
使
い
方
の
難
し
さ
と
大
切

さ
を
強
調
し
た
が
、
日
頃
の
原
稿
執
筆
や

デ
ス
ク
作
業
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
気
を
配
り
た
い
と
感
じ
た
。

　
政
治
だ
け
で
な
く
、
災
害
、
事
件
・
事

故
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
報
道
の
表
現
力
が

問
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。

岩
手
日
報
社
報
道
部
次
長
　
熊
谷
　
真
也

●
地
方
創
生
へ
の
熱
　
島
根
県
海
士
町
の

山
内
道
雄
町
長
の
観
光
政
策
、
地
域
振
興

策
に
は
大
き
な
刺
激
を
受
け
た
。
人
口
が

最
盛
期
の
３
分
の
１
に
陥
っ
た
離
島
が
こ

こ
ま
で
意
欲
的
に
動
け
る
事
実
に
驚
い
て

い
る
。
知
名
度
最
下
位
を
争
う
北
関
東
人

と
し
て
は
何
と
も
耳
が
痛
く
、
や
れ
ば
で

き
る
と
い
う
信
念
が
何
よ
り
欠
け
て
い
る

と
気
付
か
さ
れ
た
。

　
地
方
創
生
を「
パ
イ
の
取
り
合
い
で
は

な
い
」と
喝
破
し
た
点
も
し
び
れ
た
。
私

が
担
当
す
る
安
中
市
は
隣
接
す
る
富
岡

市
、
長
野
県
軽
井
沢
町
と
広
域
観
光
を
提

唱
し
て
い
る
が
、
パ
イ
分
配
へ
の
抵
抗
感

か
、
歩
み
は
重
い
。
地
元
メ
デ
ィ
ア
と
し

て
そ
の
視
野
の
狭
さ
と
危
機
感
の
欠
如
を

批
判
し
な
く
て
は
、
と
反
省
し
き
り
だ
。

上
毛
新
聞
社
安
中
支
局
　
田
中
　
暁

●
発
表
者
を
囲
む
場
も
　「
原
発
」で
は

各
地
の
報
告
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
を
踏
ま
え
、
原
子
力
政
策
な
ど
の
大

き
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
パ
ネ
リ
ス
ト
間
の

議
論
や
意
見
交
換
も
聞
き
た
か
っ
た
。

　「
政
治
も
メ
デ
ィ
ア
も
小
さ
く
。
大
き

く
な
り
す
ぎ
る
と
、
有
権
者
や
読
者
が
離

れ
る
。
顔
の
見
え
る
関
係
で
あ
れ
ば
、
理

念
を
見
失
い
に
く
い
。
メ
デ
ィ
ア
の
た
め

の
メ
デ
ィ
ア
に
な
っ
て
い
な
い
か
」―
。

記
者
で
あ
り
被
取
材
者
で
も
あ
る
菊
池
氏

の
飾
ら
な
い
、鋭
い
指
摘
は
衝
撃
だ
っ
た
。

　
発
表
者
を
囲
む
場
を
設
け
て
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
記
者
と
交

流
で
き
る
貴
重
な
機
会
を
生
か
し
、
記
者

同
士
で
の
議
論
の
場
も
欲
し
か
っ
た
。

共
同
通
信
社
原
子
力
報
道
室
　
寒
河
江
　
裕

●
報
じ
る
こ
と
の
原
動
力
　「
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
は
、
当
事
者
意
識
が
足
り
な
い
」。

刺
さ
る
一
言
だ
っ
た
。
大
槌
新
聞
・
菊
池

由
貴
子
氏
の
言
葉
。
会
見
の
テ
ー
マ
は
東

日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
生
ま
れ
た
地

域
新
聞
の
話
で
、「
災
害
報
道
」の
視
点

で
聞
く
気
で
い
た
私
の
姿
勢
は
違
っ
て
い

た
よ
う
に
思
え
た
。
き
っ
か
け
が「
震
災
」

と
い
う
だ
け
。
菊
池
氏
の
話
か
ら
感
じ
ら

れ
た
の
は
、「
大
槌
町
」へ
の
強
い
思
い

（
愛
情
）の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

　
果
た
し
て
私
は
、
愛
知
・
三
重
・
岐
阜

の
３
県
に
対
し
、
ど
れ
ほ
ど
の
思
い
で
向

き
合
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
研
修
会
に
参

加
し
た
社
の
中
で
唯
一
の
ラ
ジ
オ
単
営

局
。
ラ
ジ
オ
は「
地
域
密
着
の
メ
デ
ィ
ア
」

だ
と
売
り
に
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
そ

の
中
で
で
き
る
最
大
限
を
探
し
て
い
き
た

い
と
強
く
思
う
。

東
海
ラ
ジ
オ
放
送
編
成
部
　
山
本
　
俊
純

●
説
明
責
任
を
果
た
せ
る
記
者
に
　
な

ぜ
、
記
事
に
し
な
い
の
か
―
。
パ
ナ
マ
文

書
報
道
を
め
ぐ
る
奥
山
俊
宏
、
澤
康
臣
両

氏
の
報
告
の
中
で
出
た
言
葉
が
重
く
の
し

か
か
る
。
紙
面
化
さ
れ
た
記
事
に
つ
い
て

「
社
会
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
」な
ど
の

説
明
を
重
ね
て
き
た
。
翻
っ
て
、
紙
面
化

を
見
送
っ
て
き
た
ネ
タ
は
ど
う
か
。
自
身

の
力
量
不
足
に
起
因
し
て
い
な
い
か
、
両

氏
を
含
む
経
験
豊
富
な
記
者
な
ら
掲
載
に

至
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
思
い
、
言

葉
に
詰
ま
る
。

　
奥
山
氏
は
前
出
の
言
葉
に
、
こ
う
続
け

た
。「
私
た
ち
に
は
説
明
し
な
い
と
い
け

な
い
責
任
が
あ
る
」。
報
告
し
て
い
た
だ

い
た
調
査
報
道
の
手
法
を
血
肉
に
変
え

て
、責
任
を
果
た
せ
る
記
者
に
な
り
た
い
。

琉
球
新
報
社
政
治
部
　
当
銘
　
寿
夫

参加記者の声　記者研修会201 6
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４
つ
の
台
風
上
陸
・
接
近�

斉
川
誠
太
郎（
北
海
道
新
聞
社
）

十
勝
農
家
を
直
撃

　
「
食
料
基
地
」
再
起
に
向
け
た
対
策
を

　
帯
広
市
を
中
心
と
す
る
北
海
道
・
十
勝

地
方
は
、
耕
地
面
積
が
25
万
㌶
強
と
、
北

海
道
全
体
の
２
割
を
占
め
る
農
業
王
国
だ
。

農
業
高
校
を
描
い
た
人
気
マ
ン
ガ「
銀
の

匙さ
じ

」の
舞
台
と
言
え
ば
わ
か
り
や
す
い
だ

ろ
う
か
。
小
麦
、
豆
類
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

ビ
ー
ト（
て
ん
菜
）を
柱
と
す
る
畑
作
や
、

大
規
模
な
酪
農
、
畜
産
で
知
ら
れ
、
収
穫

期
の
秋
は
例
年
、「
十
勝
晴
れ
」と
い
う

爽
や
か
な
青
空
に
恵
ま
れ
る
。
北
海
道
で

は
初
秋
と
い
え
る
今
年
８
月
下
旬
、
相
次

い
で
襲
来
し
た
４
つ
の
台
風
は
、
そ
ん
な

実
り
へ
の
期
待
を
吹
き
飛
ば
し
た
。

　
７
号
、
11
号
、
９
号
と
、
１
年
で
３
つ

の
台
風
が
北
海
道
に
上
陸
し
た
こ
と
自

体
、
観
測
史
上
初
め
て
の
こ
と
。
山
林
の

保
水
力
が
限
界
に
近
づ
く
中
、
最
後
に
接

近
し
た
10
号
が
、
北
海
道
の
屋
台
骨
・
日

高
山
脈
に
集
中
豪
雨
を
も
た
ら
し
た
。

作
物
の
倒
伏
・
冠
水
相
次
ぐ 

来
年
の
収
穫
に
も
影
響
か

　「（
十
勝
北
西
部
の
）新し

ん

得と
く

支
局
が
浸
水

し
た
」。
緊
迫
し
た
一
報
を
受
け
た
の
は
、

８
月
31
日
未
明
だ
っ
た
。
幸
い
支
局
長
は

社
用
車
を
い
ち
早
く
高
台
へ
移
し
て
無
事

だ
っ
た
も
の
の
、
マ
イ
カ
ー
は
水
没
。
同

支
局
管
内
で
は
清
水
町
と
新
得
町
で
橋
の

崩
落
や
家
屋
流
出
に
よ
り
１
人
が
死
亡
、

２
人
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
。
農
地
の
水

没
や
Ｊ
Ｒ
の
橋
り
ょ
う
流
出
、
国
道
寸
断

も
多
発
し
、
最
大
18
日
間
に
わ
た
っ
て
断

水
し
た
。
南
部
の
大
樹
町
で
も
１
人
が
死

亡
し
、
中
心
部
の
帯
広
市
、
芽め

室む
ろ

町
、
幕

別
町
な
ど
で
は
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
倒

伏
や
ビ
ー
ト
畑
の
冠
水
が
相
次
い
だ
。

　
特
に
十
勝
が
国
内
生
産
量
の
３
割
を
占

め
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
打
撃
が
大
き
か
っ

来
年
の
秋
ま
き
小
麦
収
量
減
も
懸
念
さ
れ

る
。過

去
最
悪
の
被
害
額 

い
ま
だ
全
容
見
え
ず

　
９
月
27
日
現
在
、
４
台
風
に
よ
る
北
海

道
全
体
の
被
害
は
、
国
と
道
、
市
町
村
が

管
理
す
る
道
路
や
河
川
、
農
林
水
産
業
の

被
害
を
総
計
し
て
２
７
８
６
億
円
と
さ
れ

る
。
北
海
道
の
水
害
で
最
大
の
被
害
額
だ

っ
た
１
９
８
１（
昭
和
56
）年
の「
56
水

害
」（
約
２
７
０
０
億
円
）を
上
回
り
、
過

去
最
悪
と
な
っ
た
。

　
全
道
の
農
業
被
害
は
５
４
２
億
円
、
う

ち
十
勝
の
農
作
物
被
害
は
約
１
８
４
億
円

と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
収
穫
前
の
ビ
ー
ト

や
ナ
ガ
イ
モ
な
ど
の
被
害
は
未
集
計
で
、

全
体
像
判
明
は
11
月
下
旬
と
み
ら
れ
て
い

る
。

　
政
府
は
９
月
16
日
、
４
台
風
被
害
を
一

括
し
て
激
甚
災
害
に
指
定
し
た
。
た
だ
、

補
助
率
か
さ
上
げ
な
ど
の
対
象
は
イ
ン
フ

ラ
や
農
地
の
復
旧
が
中
心
で
、
農
作
物
の

被
害
対
策
に
は
今
後
、
何
ら
か
の
特
例
措

置
が
必
要
に
な
る
。

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
豆
類
な
ど
主
力
品
目
の

減
収
は
農
業
共
済
で
、
一
定
額
の
補
て
ん

が
見
込
め
る
。
し
か
し
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

は
共
済
未
加
入
農
家
も
多
く
、
も
と
も
と

共
済
対
象
外
で
あ
る
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
野
菜

の
被
害
対
策
も
未
定
だ
。

　
十
勝
農
業
団
体
の
台
風
被
害
対
策
本
部

長
を
務
め
る
有
塚
利
宣
・
帯
広
市
川
西
農

協
組
合
長
は「
生
産
者
と
し
て
自
ら
の
役

割
を
果
た
し
つ
つ
、
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
対

策
を
関
係
機
関
に
求
め
た
い
」と
言
う
。

現
時
点
で
は
①
流
出
し
た
畑
に
山
林
か
ら

肥
え
た
土
を
移
設
す
る
大
規
模
な「
客

土
」の
実
施
②
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）対
策
の
新
し
い
農
家
収
入
保
険

制
度
の
導
入
時
期
前
倒
し
―
な
ど
が
検
討

さ
れ
、
具
体
化
は
こ
れ
か
ら
だ
。

　
今
や
日
本
最
大
級
の
食
料
基
地
と
な
っ

た
十
勝
に
、
開
拓
の
鍬
が
入
っ
た
の
は
１

８
８
３（
明
治
16
）年
。
明
治
政
府
主
導
の

官
製
入
植
で
は
な
く
、
静
岡
県
出
身
の
依

田
勉
三
率
い
る
民
間
開
拓
団
が
主
役
だ
っ

た
。
先
人
た
ち
の
遺
志
を
継
ぎ
、
再
起
を

図
る
十
勝
農
家
を
応
援
し
た
い
。

さ
い
か
わ
・
せ
い
た
ろ
う
▼
１
９
８
５
年
入
社
　

稚
内
支
局
長
　
報
道
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長

な
ど
を
経
て
　
16
年
７
月
か
ら
帯
広
報
道
部
長

台風10号で畑が冠水し、むき出しになった
ジャガイモ（９月１日／芽室町／北海道新聞社提供）

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

た
。
収
穫
用
の
大
型
機

械
が
ぬ
か
る
ん
だ
畑
に

入
れ
ず
イ
モ
の
一
部
が

腐
り
、
菓
子
メ
ー
カ
ー

の
カ
ル
ビ
ー
（
東
京
）

は
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
新

製
品
の
発
売
延
期
に
追

い
込
ま
れ
た
。
イ
モ
収

穫
後
に
行
う
種
ま
き
が

大
幅
に
遅
れ
た
た
め
、
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北
朝
鮮
・
軍
事
的
挑
発
　
ソ
ウ
ル
か
ら�

黒
田

　勝
弘（
産
経
新
聞
社
）

〝
今
は
昔
〟の
北
脅
威
論

　
　
核
も
ミ
サ
イ
ル
も
人
ご
と
み
た
い
？

　
北
朝
鮮
に
よ
る
最
近
の
核
実
験
や
相
次

ぐ
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
、あ
る
い
は
先
年
、

ソ
ウ
ル
に
近
い
西
海
岸
沖
の
延ヨ
ン
ピ
ョ
ン
ド

坪
島
砲
撃

も
そ
う
だ
が
、
北
朝
鮮
が
い
わ
ゆ
る
軍
事

的
挑
発
を
仕
掛
け
る
た
び
に
ソ
ウ
ル
駐
在

の
日
本
メ
デ
ィ
ア
は
頭
が
痛
い
。

　
い
ず
れ
の
場
合
も
日
本
で
は
、
緊
急
ニ

ュ
ー
ス
と
し
て
テ
レ
ビ
は
テ
ロ
ッ
プ
で
速

報
さ
れ
、
新
聞
を
含
め
大
々
的
な
報
道
と

な
っ
て
東
京
本
社
は
緊
張
し
、
大
騒
ぎ
と

な
る
。
す
る
と
決
ま
っ
て「
こ
の
事
態
に

ソ
ウ
ル
の
表
情
は
ど
う
か
？
」と
本
社
か

ら
注
文
が
飛
ん
で
く
る
の
だ
が
、
そ
の
期

待（
？
）に
応
え
ら
れ
る
表
情
を
探
す
の

に
苦
労
す
る
の
だ
。

民
防
衛
訓
練
で「
緊
張
の
ソ
ウ
ル
」 

で
も
実
は
…

　
こ
れ
は
地
元
の
韓
国
メ
デ
ィ
ア
も
そ
う

で
、
北
朝
鮮
の
軍
事
挑
発
が
あ
っ
た
際
は

だ
い
た
い
、
ソ
ウ
ル
駅
の
待
合
ロ
ビ
ー
に

出
か
け
て「
不
安
な
表
情
で
テ
レ
ビ
ニ
ュ

ー
ス
に
見
入
る
市
民
」と
や
る
の
が
定
番

に
な
っ
て
久
し
い
。
肝
心
の
地
元
メ
デ
ィ

ア
が
こ
の
程
度
だ
か
ら
、
日
本
メ
デ
ィ
ア

は
本
社
注
文
に
は
、
い
つ
も
悩
ま
し
い
思

い
を
す
る
。

　
北
朝
鮮
か
ら
長
距
離
砲
や
ロ
ケ
ッ
ト
砲

を
撃
ち
込
ま
れ
、
町
の
一
部
が
炎
上
、
破

壊
さ
れ
、
住
民
に
死
者
ま
で
出
た
２
０
１

２
年
の
延
坪
島
砲
撃
事
件
の
時
は
、
珍
し

く「
絵
に
な
る
現
場
」が
あ
っ
た
。
そ
れ

で
も
ソ
ウ
ル
の
正
直
な
表
情
は
、
海
を
隔

て
た
南
北
境
界
線
の
離
島（
田
舎
！
）で

の
出
来
事
と
あ
っ
て
、
実
際
は
ど
こ
か
人

ご
と
だ
っ
た
。

　
た
だ
、
こ
の
時
は
直
後
に
官
民
合
同
の

「
民
防
衛（
ミ
ン
バ
ン
ウ
ィ
）」訓
練
が
あ

り
、
ソ
ウ
ル
の
中
心
街
で
は
全
て
の
交
通

を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
市
民
退
避
訓
練
を
や

っ
た
。
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
こ
れ
に
飛
び

つ
き「
緊
張
の
ソ
ウ
ル
」を
伝
え
た
の
だ

が
、
実
際
は
毎
年
数
回
、
実
施
さ
れ
て
お

り
、
し
か
も
中
身
は
い
つ
も
の
災
害
対
策

訓
練
だ
っ
た
。

　「
民
防
衛
」と
い
う
の
は
、
昔
は
毎
月

15
日
に
行
わ
れ
る
真
剣
な
空
襲
・
防
空
訓

練
で
街
に
は
軍
用
車
両
や
軍
部
隊
が
動
員

さ
れ
た
。
し
か
し
近
年
は
ま
っ
た
く
非
軍

事
化
し
、
消
防
車
両
し
か
登
場
し
な
い
。

　
あ
の
時
も
政
府
は
延
坪
島
砲
撃
事
件
を

受
け
て
軍
事
対
応
の
訓
練
に
す
れ
ば
い
い

の
に
、
予
定
通
り
災
害
対
策
で
済
ま
し
、

日
本
メ
デ
ィ
ア
は
高
層
ビ
ル
火
災
か
ら
の

市
民
救
助
シ
ー
ン
と
い
っ
た〝
絵
〟を「
緊

張
の
ソ
ウ
ル
」に
仕
立
て
た
の
だ
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
核
実
験
や
弾
道
ミ
サ
イ

ル
と
な
る
と
ソ
ウ
ル
に
は
現
場
は
も
ち
ろ

ん
な
い
し
、
実
感
は
伴
わ
な
い
。
米
韓
の

対
北
軍
事
演
習
の
絵
は
軍
提
供
で
し
き
り

に
流
さ
れ
る
が
、
ソ
ウ
ル
の
街
に
は
北
か

ら
の
脅
威
感
な
ど
ま
っ
た
く
な
い
。
だ
か

ら
取
材
に
な
ら
な
い
の
だ
。

関
心
は
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
配
備
の
是
非 

有
事
の
瞬
発
力
に
は
自
信

　
昔
は
、
と
い
う
と
だ
い
た
い
１
９
９
０

年
代
前
半
ま
で
だ
が
、
北
か
ら
の
軍
事
挑

発
が
あ
る
と
、
ソ
ウ
ル
で
は
決
ま
っ
て
官

民
挙
げ
て
北
朝
鮮
糾
弾
の
反
共
・
反
北
大

集
会
や
デ
モ
が
計
画
さ
れ
、
金
日
成
の
人

形
を
踏
み
倒
し
火
あ
ぶ
り
に
し
て
気
勢
を

上
げ
た
。
当
時
の
ソ
ウ
ル
は「
北
の
脅
威
」

論
が
そ
ん
な
熱
気
を
呼
び
街
の
雰
囲
気
に

な
っ
て
い
た
が
、
今
や
昔
話
で
あ
る
。

　
90
年
代
後
半
以
降
、
対
北
融
和
策
の
金

大
中
・
盧
武
鉉
時
代
を
経
て「
北
の
脅
威
」

論
は
解
体
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。そ
の
結
果
、

実
は
今
、
も
っ
ぱ
ら
街
の
風
景
は
北
の
核

実
験
糾
弾
よ
り
、
逆
に
北
の
脅
威
に
備
え

る
米
軍
の
高
高
度
ミ
サ
イ
ル
防
衛
網（
Ｔ

Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
）配
備
の
是
非
の
方
な
の
だ
。

　
朴
槿
恵
大
統
領
は
父
の
時
代
の
記
憶
か

ら「
北
の
脅
威
」論
で
民
心
の
立
て
直
し

と
結
集
に
必
死
だ
が
、
街
の
雰
囲
気
は
ど

こ
か
馬
耳
東
風
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
韓
国
人
は
、
こ
の
先
ど
う
な

る
？
と
い
う
備
え
に
は
関
心
が
薄
い
。
だ

か
ら
、
ど
こ
に
も
有
事
の
非
常
袋
な
ど
な

い
が
、
た
だ
、
そ
の
時
は
何
と
か
な
る
！

と
い
う「
有
事
の
瞬
発
力
」に
は
自
信
が

あ
る
。心
配
性
の
日
本
人
と
は
正
反
対
だ
。

こ
れ
だ
か
ら「
核
の
脅
威
」を
前
に
し
た

日
韓
防
衛
協
力
は
、
こ
の
期
に
及
ん
で
も

な
か
な
か
呼
吸
が
合
わ
な
い
。

く
ろ
だ
・
か
つ
ひ
ろ
▼
１
９
６
４
年
共
同
通
信
社

入
社
　
ソ
ウ
ル
支
局
長
を
経
て
　
89
〜
２
０
１

２
年
産
経
新
聞
ソ
ウ
ル
支
局
長
兼
論
説
委
員
　

現
在
　
ソ
ウ
ル
駐
在
客
員
論
説
委
員
　
92
年
度

ボ
ー
ン
・
上
田
記
念
国
際
記
者
賞
　
05
年
度
日

本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
受
賞
　
在
韓
33
年
に
な
る

プラカードを掲げ、ＴＨＡＡＤ配備に反対す
る韓国の民間団体メンバー（8月18日／韓国・
ソウル／時事通信社提供）

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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ド
ゥ
テ
ル
テ
比
大
統
領�

姫
野

　敬
司（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

暴
言
連
発
　

　
　「
お
騒
が
せ
」リ
ー
ダ
ー
を
追
う
日
々

　「
ド
ゥ
テ
ル
テ
が
、
さ
っ
き
、
ま
た
暴

言
を
吐
い
た
っ
て
聞
い
た
け
ど
」。
５
月

の
大
統
領
選
以
降
、
こ
の
問
い
合
わ
せ
ば

か
り
受
け
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
時
の
電

話
の
相
手
は
、
い
つ
も
の
東
京
の
デ
ス
ク

で
は
な
か
っ
た
。
Ｇ
20
で
訪
中
し
た
オ
バ

マ
米
大
統
領
の
取
材
を
し
て
い
た
ワ
シ
ン

ト
ン
支
局
の
記
者
だ
っ
た
。

　
９
月
に
ラ
オ
ス
で
開
か
れ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
首
脳
会
議
の
前
日
に
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統

領
が
発
し
た
暴
言
は
、
ご
存
じ
の
通
り
、

オ
バ
マ
大
統
領
と
の
初
の
首
脳
会
談
を
吹

き
飛
ば
し
た
。
南
シ
ナ
海
を
め
ぐ
っ
て
、

安
全
保
障
の
分
野
で
強
固
な
関
係
を
確
認

す
る
は
ず
だ
っ
た
比
外
務
当
局
の
思
惑
も

霧
散
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
で
は「
ピ
ー
音
」連
発 

「
売
春
婦
の
息
子
」報
道
は
？

　「
プ
ー
タ
ン
・
イ
ナ（
く
そ
っ
た
れ
）」。

米
比
首
脳
会
談
の
中
止
を
招
く
こ
と
に
な

っ
た
の
が
、
こ
の
言
葉
で
あ
る
。

　
６
月
の
就
任
以
降
、
そ
の
発
言
で
何
か

と
お
騒
が
せ
な
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
。
こ

の
手
の
ス
ラ
ン
グ
を
彼
の
口
か
ら
こ
れ
ま

で
何
度
聞
か
さ
れ
て
き
た
だ
ろ
う
か
。
会

見
や
演
説
で
ボ
ル
テ
ー
ジ
が
上
が
る
と
、

独
特
の
甲
高
い
声
を
響
か
せ
な
が
ら
連
発

す
る
。
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
は「
ピ
ー
音
」

が
頻
繁
に
鳴
り
響
く
の
が
、
も
は
や
日
常

と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
上
で
、
前
述
の
発
言
に
限
れ
ば
、

ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
い
わ
く「
誤
解
さ
れ

て
」外
国
通
信
社
に
伝
え
ら
れ
、
騒
ぎ
が

大
き
く
な
っ
た
側
面
も
あ
る
。
私
も
中
継

を
見
て
い
た
際
に
助
手
に
確
認
し
た
。「
プ

ー
タ
ン
・
イ
ナ
・
モ
」な
ら
ば
、
オ
バ
マ

大
統
領
を「
売
春
婦
の
息
子
」と
侮
辱
し

た
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　
し
か
し
、
発
言
に
は「
モ（
お
前
）」が

付
い
て
い
な
か
っ
た
。
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統

領
は
、
口
癖
と
し
て
、「
プ
ー
タ
ン
・
イ
ナ
」

を
事
あ
る
ご
と
に
発
す
る
。
特
定
の
誰
か

に
向
か
っ
て
と
い
う
よ
り
も
、「
く
そ
っ

た
れ
」と
か「
こ
ん
ち
く
し
ょ
う
」と
イ
ラ

イ
ラ
を
ぶ
ち
ま
け
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
近
い

と
い
う
。
偶
然
、「
モ
」で
始
ま
る
単
語

が
次
に
続
い
た
た
め
、
通
信
社
の
記
者
が

聞
き
違
え
た
の
だ
ろ
う
。

　
た
だ
、
そ
れ
を
も
っ
て
ド
ゥ
テ
ル
テ
大

統
領
は
誤
報
だ
と
責
任
を
す
り
か
え
よ
う

と
し
て
い
る
が
、さ
ま
つ
な
議
論
で
あ
る
。

問
題
の
会
見
で
は
、
演
台
を
激
し
く
た
た

き
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
会
談
し
よ
う
と
い

う
相
手
国
の
ト
ッ
プ
を
呼
び
捨
て
に
し
、

暴
言
を
吐
き
続
け
た
。
会
談
の
中
止
は
当

然
の
帰
結
で
あ
る
。弁
解
の
余
地
は
な
い
。

高
い
国
民
の
支
持 

言
葉
の
軽
さ
に
振
り
回
さ
れ
て

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
今
、
死
者
の
山
が

積
み
上
が
っ
て
い
る
。
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統

領
の「
麻
薬
戦
争
」で
あ
る
。

　
だ
が
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
人
が
超
法

規
的
に「
処
刑
」さ
れ
て
も
、
国
民
の
多

く
は
、
国
際
社
会
が
求
め
る「
人
権
の
尊

重
」と
い
う
言
葉
に
当
惑
を
見
せ
る
。

　
街
頭
で
話
を
聞
い
て
も
、「
麻
薬
を
や

め
な
い
方
が
悪
い
」と
い
う
答
え
が
大
半

で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
麻
薬
中
毒

者
が
麻
薬
を
買
う
カ
ネ
欲
し
さ
に
殺
人
や

強
盗
を
起
こ
す
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
た
な

い
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
国
民
は
、
麻
薬

は
自
分
た
ち
の
安
全
を
脅
か
す
も
の
と
捉

え
て
い
る
。
密
売
人
や
中
毒
者
の
人
権

云
々
を
言
う
ヒ
マ
が
あ
っ
た
ら
、
自
分
た

ち
の
命
を
守
っ
て
く
れ
と
言
い
た
い
よ
う

だ
。

　
国
民
の
高
い
支
持
も
あ
っ
て
か
、
ド
ゥ

テ
ル
テ
大
統
領
は
、
そ
の
後
も「
言
葉
の

重
み
」を
痛
感
し
た
そ
ぶ
り
は
な
い
。
最

近
は
安
全
保
障
な
ど
政
策
面
に
も
及
ぶ
。

発
言
が
報
じ
ら
れ
る
た
び
に
、
事
の
重
大

さ
に
周
囲
が
慌
て
、
火
消
し
に
走
る
。

　
振
り
回
さ
れ
る
の
は
比
政
府
だ
け
で
は

な
い
。
私
た
ち
も
警
戒
の
た
め
彼
の
演
説

や
会
見
を
ウ
オ
ッ
チ
し
続
け
、
整
合
性
が

つ
か
な
い
発
言
を
ど
う
伝
え
る
か
悩
む
。

　
現
在
、
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
の
訪
日
に

つ
い
て
、
両
国
間
で
調
整
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。こ
の
原
稿
が
掲
載
さ
れ
る
頃
に
は
、

正
式
に
決
ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

今
度
は
、
日
本
で
も
ド
ゥ
テ
ル
テ
劇
場
が

展
開
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
の
記
者

と
と
も
に
追
い
か
け
た
い
と
思
う
。

ひ
め
の
・
け
い
じ
▼
１
９
９
９
年
入
局
　
社
会

部
　
国
際
部
な
ど
を
経
て
　
２
０
１
５
年
６
月

か
ら
マ
ニ
ラ
支
局
長

トレードマークの拳を握るポーズをとるドゥテルテ
大統領（ＮＨＫ提供）

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート
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広島 発地元メディアの視点から

　
広
島
東
洋
カ
ー
プ
が
25
年
ぶ
り
７
度
目

の
セ
・
リ
ー
グ
優
勝
を
決
め
た
９
月
10
日

夜
、
広
島
市
の
歓
楽
街
流な

が
れ

川か
わ

・
薬や

研げ
ん

堀ぼ
り

地

区
や
、
本
通
り
商
店
街
は
興
奮
の
る
つ
ぼ

と
な
っ
た
。
カ
ー
プ
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿
の

人
た
ち
が
路
上
を
埋
め
、
誰
彼
な
し
に
笑

顔
で
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
交
わ
し
た
。
応
援
歌

「
そ
れ
行
け
カ
ー
プ
」が
響
き
、
フ
ァ
ン

同
士
で
胴
上
げ
を
す
る
姿
も
あ
っ
た
。

　
カ
ー
プ
の
前
半
戦
首
位
折
り
返
し
が
濃

厚
と
な
っ
た
７
月
上
旬
か
ら
、
盛
り
上
が

る
フ
ァ
ン
や
街
の
取
材
を
始
め
た
。
そ
の

時
点
で
先
輩
記
者
か
ら
は「
も
し
優
勝
し

た
ら
、
25
年
前
の
前
回
優
勝
で
は
な
く
、

41
年
前
の
初
優
勝
に
匹
敵
す
る
騒
ぎ
に
な

る
」と
助
言
を
受
け
て
い
た
。

　
カ
ー
プ
が「
Ｖ
６
」を
決
め
た
１
９
９

１
年
は
、
常
に
上
位
争
い
を
し
て
い
た
黄

金
期
。
市
民
も
ど
こ
か
優
勝
慣
れ
し
、
大

き
な
騒
ぎ
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

■
セ
ー
ル
も
取
材
も 

　
優
勝
経
験
者
が
い
な
い
！

　
原
爆
の
惨
禍
か
ら
５
年
後
に
リ
ー
グ
へ

加
わ
っ
た
カ
ー
プ
。
26
年
目
の
１
９
７
５

年
に
初
優
勝
し
た
際
の
街
の
騒
動
は
、
い

ま
で
も
語
り
草
だ
。
流
川
・
薬
研
堀
地
区

は
至
る
所
で
た
る
酒
が
振
る
舞
わ
れ
、
多

く
の
飲
食
店
が
無
料
に
。
通
り
を
埋
め
た

人
々
が
万
歳
を
繰
り
返
し
た
。
当
時
の
本

紙
は「
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
で
20
人
が

病
院
に
収
容
」と
も
報
じ
て
い
る
。

　
今
回
、
地
元
百
貨
店
や
商
店
街
に
優
勝

に
向
け
た
準
備
を
取
材
す
る
と
、「
優
勝
セ

ー
ル
の
経
験
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
41

年
前
を
知
る
Ｏ
Ｂ
に
話
を
聞
き
始
め
た
」

と
戸
惑
い
に
も
似
た
声
が
返
っ
て
き
た
。

　
報
道
す
る
側
も
手
探
り
だ
っ
た
。
２
０

１
３
年
の
カ
ー
プ
女
子
ブ
ー
ム
、
14
年
オ

フ
の
黒
田
博
樹
投
手
の
復
帰
な
ど
を
機
に

フ
ァ
ン
の
声
を
取
り
上
げ
る
取
材
の
蓄
積

は
あ
っ
た
が
、
優
勝
の
取
材
経
験
者
は
ほ

と
ん
ど
い
な
い
。
百
貨
店
や
商
店
街
と
同

様
、
初
優
勝
を
知
る
人
の
話
を
聞
く
こ
と

か
ら
始
め
た
。

　
８
月
24
日
に「
マ
ジ
ッ
ク
20
」が
点
灯

後
、
優
勝
決
定
の
日
ま
で
連
日
、
フ
ァ
ン

や
街
の
話
題
を
紙
面
に
載
せ
た
。
た
だ
、

ネ
タ
集
め
は
思
い
の
外
、
順
調
だ
っ
た
。

社
内
の
他
部
署
や
読
者
か
ら
の
情
報
提
供

が
多
か
っ
た
か
ら
だ
。

　
そ
れ
だ
け
、
今
季
は
街
に
カ
ー
プ
の
話

題
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。
タ
ク
シ
ー
の
運
転

手
は
あ
い
さ
つ
代
わ
り
に「
今
日
も
勝
ち

ま
し
た
ね
」と
乗
客
に
話
し
、
居
酒
屋
で

も
隣
り
合
っ
た
人
同
士
、
カ
ー
プ
の
話
に

花
を
咲
か
せ
た
。
商
店
街
に
は
ユ
ニ
ホ
ー

ム
姿
で
接
客
し
、
赤
い
色
の
商
品
を
並
べ

る
店
が
あ
ち
こ
ち
に
現
れ
た
。

　
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
１
の
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広

島
は
12
年
か
ら
４
年
間
で
３
度
も
優
勝
し

た
が
、
80
歳
を
超
え
る
お
年
寄
り
ま
で
応

援
に
熱
を
入
れ
る
カ
ー
プ
と
の
影
響
力
の

差
は
ま
だ
ま
だ
大
き
い
と
感
じ
た
。

■
Ｖ
決
定
日
い
つ
に
な
る
？ 

　
取
材
態
勢
に
も
苦
慮

　
難
題
だ
っ
た
の
は
優
勝
決
定
日
の
取
材

態
勢
の
確
保
だ
っ
た
。
９
月
に
入
る
と
毎

日
、
最
短
の
優
勝
決
定
日
を
確
認
し
、
紙

面
展
開
や
人
員
配
置
の
想
定
を
修
正
し

た
。「
本
拠
地
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
優

勝
決
定
」「
カ
ー
プ
の
試
合
が
な
い
日
に
２

位
巨
人
が
負
け
て
決
ま
っ
た
場
合
」「
翌
日

が
休
刊
日
の
９
月
11
日
に
決
ま
っ
た
場

合
、
特
報
を
ど
う
作
る
か
」…
。
さ
ま
ざ

ま
な
想
定
の
中
、
敵
地
の
東
京
ド
ー
ム
で

は
あ
っ
た
が
、
巨
人
と
の
直
接
対
決
で
優

勝
が
決
ま
っ
た
。
市
民
が
街
に
出
や
す
い

土
曜
日
の
夜
で
も
あ
っ
た
。

　
全
て
の
出
稿
を
終
え
た
午
前
１
時
す

ぎ
、
取
材
班
で
流
川
・
薬
研
堀
地
区
の
居

酒
屋
に
集
ま
っ
た
。
道
中
も
す
れ
違
う
人

と
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
繰
り
返
し「
お
め
で
と

う
」と
声
を
掛
け
合
っ
た
。
41
年
前
の
初

優
勝
と
の
大
き
な
違
い
は
、
飲
酒
運
転
に

対
す
る
社
会
の
厳
し
い
目
か
ら
、
振
る
舞

い
酒
が
減
り
、
泥
酔
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な

か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
20
代
、

30
代
が
中
心
の
取
材
班
の
記
者
は「
笑
顔

の
群
衆
で
埋
ま
る
広
島
の
街
を
初
め
て
見

た
」と
語
り
合
っ
た
。
店
を
出
た
午
前
３

時
を
過
ぎ
て
も
、
歓
楽
街
は
喜
ぶ
人
々
で

あ
ふ
れ
て
い
た
。

な
が
や
ま
・
け
い
い
ち
▼
２
０
０
３
年
入
社
　

山
口
支
局
　
岡
山
支
局
な
ど
を
経
て
　
16
年

か
ら
報
道
部
遊
軍
チ
ー
ム

永山　啓一
（中国新聞社）

新・列島報告❸　広島

25年ぶりリーグ優勝
赤く染まった街

優勝決定の瞬間、広島市内の歓楽街で歓声を上
げるファン（９月10日／中国新聞社提供）
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災
か
ら
５
年
半
が
た
ち
、
復
興
に
向
け
て

ま
ち
づ
く
り
が
本
格
化
す
る
中
で
の
豪
雨

被
害
だ
っ
た
。

■
孤
立
集
落
ま
で
道
な
き
道
を
歩
く

　
同
町
乙お

と

茂も

地
区
の
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
は
、
河
川
の
急
激
な
増
水
に
よ
り
、

入
居
者
９
人
全
員
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

　
町
は
８
月
30
日
、
町
内
全
域
に
避
難
準

備
情
報
を
発
令
し
た
が
、
施
設
が
立
地
す

る
地
区
に
は
避
難
勧
告
や
指
示
を
出
さ
な

か
っ
た
。
町
の
検
証
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、

風
雨
が
強
ま
り
、
職
員
が
住
民
の
問
い
合

わ
せ
に
追
わ
れ
る
中
、
水
位
の
上
昇
を
役

場
内
部
や
施
設
と
共
有
し
な
か
っ
た
。
一

部
職
員
に
職
務
が
集
中
す
る
な
ど
態
勢
が

十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
対
応
の
遅

れ
に
つ
な
が
っ
た
。

　
施
設
の
運
営
側
も「
夕
方
に
急
に
水
位

被 災地はいま � 水害から１カ月

き
く
ち
・
た
く
ろ
う
▼
２
０
０
１
年
入
社
　
二

戸
支
局
長
、
整
理
部
を
経
て
　
16
年
４
月
か
ら

宮
古
支
局
長

被災地通信�　岩手県岩泉町

台風10号被害
再生への道のり遠く
菊池　拓朗（岩手日報社）

自宅に残した愛犬３匹のため、安家川を歩いて
渡る住民ら（9月19日／岩手日報社提供）

　
台
風
10
号
の
豪
雨
は
大
規
模
な
河
川
の

氾
濫
を
引
き
起
こ
し
、
岩
手
県
内
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。９
月
23
日
現
在
、

県
内
で
20
人
が
犠
牲
と
な
り
、
３
人
が
行

方
不
明
の
ま
ま
。
険
し
い
山
間
部
に
点
在

す
る
集
落
は
道
路
の
寸
断
で
孤
立
状
態
と

な
っ
て
い
る
。
復
旧
作
業
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
、被
災
地
再
生
の
道
の
り
は
遠
い
。

　
東
西
51
㌔
、
南
北
41
㌔
の「
本
州
一
広

い
町
」岩
泉
町
。
面
積
の
約
９
割
を
森
林

が
占
め
、
河
川
に
沿
っ
て
住
宅
が
並
ぶ
。

炭
焼
き
や
牧
畜
の
な
り
わ
い
の
た
め
、
沢

沿
い
の
奥
に
も
集
落
が
形
成
さ
れ
た
。
東

日
本
大
震
災
で
は
、
太
平
洋
に
面
す
る
町

東
部
の
小お

本も
と

地
区
が
津
波
被
害
に
遭
い
、

台
風
10
号
で
は
町
全
域
が
被
災
し
た
。
震

が
上
昇
し
て
対
応
が
遅
れ
た
」と
述
べ
、

想
定
外
の
速
さ
で
水
か
さ
が
増
し
、
向
か

い
に
立
地
す
る
介
護
老
人
保
健
施
設
に
避

難
さ
せ
る
判
断
が
遅
れ
た
。
高
齢
者
や
障

害
者
ら
に
避
難
開
始
を
求
め
る
の
が
避
難

準
備
情
報
だ
が
、
運
営
側
は
避
難
の
準
備

を
す
る
と
い
う
認
識
で
、
災
害
弱
者
を
守

る
仕
組
み
が
福
祉
の
現
場
に
浸
透
し
て
い

な
か
っ
た
。

　
岩
泉
町
で
の
取
材
は
、
町
内
全
域
に
わ

た
る
道
路
の
寸
断
で
活
動
が
制
限
さ
れ

た
。
町
中
心
部
を
通
る
国
道
の
ほ
か
、
山

間
部
の
集
落
に
向
か
う
県
道
や
町
道
が
各

地
で
崩
壊
、
流
出
し
た
。
取
材
陣
は
通
常

の
ル
ー
ト
か
ら
大
き
く
遠
回
り
し
て
取
材

拠
点
に
入
り
、「
孤
立
集
落
」ま
で
は
道

な
き
道
を
歩
い
た
。
集
落
付
近
ま
で
た
ど

り
着
く
と
、
今
度
は
住
宅
に
通
じ
る
規
模

の
小
さ
い
生
活
橋
が
崩
落
。
町
に
よ
る
と

生
活
橋
は
少
な
く
と
も
１
０
０
カ
所
以
上

流
出
し
、
住
民
は
い
ま
だ
に
川
を
歩
い
て

渡
る
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

■
大
震
災
の
経
験
生
か
し｢

伝
言
板｣

掲
載

　
台
風
被
害
は
、
隣
接
す
る
久
慈
市
や
宮

古
市
な
ど
に
も
及
ん
だ
が
、
各
社
の
報
道

は
犠
牲
者
が
多
く
、
被
害
の
程
度
が
よ
り

大
き
い
岩
泉
町
に
集
中
し
た
。
町
職
員
か

ら
は「
取
材
に
追
わ
れ
、
災
害
対
応
が
十

分
に
で
き
な
か
っ
た
」と
の
声
も
聞
か
れ

た
一
方
、
両
市
か
ら
は
報
道
が
少
な
い
こ

と
に
疑
問
の
声
も
あ
が
り
、
被
害
を
伝
え

て
ほ
し
い
住
民
に
は「
不
公
平
感
」も
残

っ
て
い
る
。

　
避
難
所
で
の
取
材
を
め
ぐ
っ
て
は
、
住

民
か
ら
苦
情
が
出
た
。
場
所
や
時
間
に
つ

い
て
、
町
と
記
者
ク
ラ
ブ
が
ル
ー
ル
を
設

け
る
こ
と
で
後
日
合
意
し
た
が
、
被
災
者

の
感
情
を
考
え
る
と
報
道
側
の
配
慮
が
よ

り
一
層
必
要
だ
っ
た
。

　
岩
手
日
報
は
大
震
災
の
経
験
を
生
か
し

て
、
生
活
情
報
や
被
災
者
の
声
を
届
け
る

欄
を
設
け
た
。
大
震
災
で
は「
津
波
て
ん

で
ん
こ
」と
し
て
、
今
回
は
孤
立
し
た
集

落
に
住
む
住
民
の
声
を
伝
え
る「
孤
立
集

落
伝
言
板
」「
台
風
10
号
伝
言
板
」と
し
て

掲
載
し
、
生
活
へ
の
不
安
や
必
要
な
支
援

物
資
な
ど
に
つ
い
て
声
を
集
め
た
。
連
絡

が
と
れ
な
か
っ
た
住
民
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
も
あ
り
、
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
と

考
え
て
い
る
。

　
９
月
23
日
現
在
の
県
内
の
被
害
総
額
は

約
１
３
６
１
億
円
で
、
自
然
災
害
全
体
で

は
大
震
災
に
続
く
２
番
目
の
規
模
と
な
っ

て
い
る
。
被
災
地
は
復
旧
に
欠
か
せ
な
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
不
足
し
、
家
屋
に
流
入

し
た
土
砂
の
か
き
出
し
も
終
わ
っ
て
い
な

い
。
息
の
長
い
支
援
と
報
道
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
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今
年
は
中
国
で
文
化
大
革
命
が
起
き
て

か
ら
満
五
十
年
。
文
革
を
主
導
し
た
江
青

夫
人
な
ど「
四
人
組
」が
一
九
七
六
年
に

逮
捕
さ
れ
、
同
時
に
近
代
化
路
線
が
始
ま

っ
た
。
鄧
小
平
副
首
相（
当
時
）の
来
日

も
実
現
し
た
七
八
年
秋
、
尾
崎
実
編
集
局

長
か
ら「
中
国
近
代
化
の
実
態
と
は
ど
ん

な
も
の
か
、
庶
民
目
線
で
取
材
し
連
載
を

書
い
て
く
れ
」と
の
指
示
が
政
治
記
者
の

私
の
と
こ
ろ
へ
下
り
て
き
た
。

　
本
音
を
引
き
出
す
の
が
難
し
い
革
命
中

国
の
人
々
か
ら
、
ど
う
し
た
ら
腹
を
割
っ

た
話
や
意
見
を
聞
け
る
だ
ろ
う
か
。
苦
慮

し
た
末
に「
中
国
を
科
学
す
る
」手
法
で

市
民
対
象
に
意
識
調
査
を
実
施
し
て
み
よ

う
と
の
案
が
浮
か
ん
だ
。
早
速
、
安
藤
彦

太
郎
早
大
教
授（
中
国
経
済
学
）ら
何
人

か
の
識
者
に
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
っ
た
。

　「
そ
れ
は
成
功
し
な
い
よ
。『
日
中
平
和

友
好
条
約
を
歓
迎
す
る
か
、
し
な
い
か
』

と
聞
け
ば
、
百
人
中
百
人
が『
歓
迎
』と

答
え
る
か
ら
、
調
査
自
体
が
無
意
味
だ
」。

安
藤
教
授
は
即
座
に
切
り
捨
て
た
。

　
だ
が
私
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
る
価

値
が
あ
る
と
思
っ
た
。
七
四
年
に
宏
池
会

（
自
民
党
大
平
派
）の
議
員
た
ち
と
三
週

間
、
中
国
を
旅
し
た
時
、
皆
一
様
に
見
え

る
中
国
人
に
も
個
々
に「
心
の
隙
間
」が

あ
る
こ
と
を
感
じ
た
か
ら
だ
。
女
性
た
ち

は
人
民
服
の
裏
地
で
お
し
ゃ
れ
を
し
て
い

た
。「
階
級
な
き
軍
隊
」と
い
わ
れ
た
人

民
解
放
軍
で
筆
者
が「
同
じ
軍
服
を
着
て

い
て
上
官
は
ど
う
や
っ
て
見
分
け
る
の

か
」と
聞
く
と
、
二
十
二
歳
の
兵
士
は
答

え
た
。「
上
着
の
ポ
ケ
ッ
ト
の
数
が
違
う
。

幹
部
は
四
つ
だ
が
、
兵
士
は
二
つ
」（
こ
の

話
は
帰
国
後
、
記
事
に
し
た
。
後
年
、
訪

中
し
た
作
家
の
曽
野
綾
子
氏
が「
マ
ス
コ

ミ
は
、
兵
士
の
ポ
ケ
ッ
ト
の
差
さ
え
も
報

道
し
な
い
中
国
べ
っ
た
り
姿
勢
」と
批
判

し
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

既
に
報
道
し
て
い
ま
す
よ
、
曽
野
さ
ん
）

　
も
う
一
つ
、
上
海
市
内
の
薬
局
で
産
児

制
限
用
に
コ
ン
ド
ー
ム
が
無
料
配
布
さ
れ

て
い
る
の
を
見
つ
け
た
。「
一
人
一
回
五

包
ま
で
」と
表
示
さ
れ
、「
大
」「
中
」「
小
」

の
サ
イ
ズ
に
区
分
け
さ
れ
て
い
た
。
じ
ゃ

あ
私
も
も
ら
っ
て
み
る
か
、
と
中
国
語
が

達
者
な
故
加
藤
紘
一
自
民
党
元
幹
事
長
を

通
訳
に
店
員
と
交
渉
し
た
。
す
る
と「
北

朝
鮮
、
北
ベ
ト
ナ
ム（
当
時
）、
ア
ル
バ

ニ
ア
の
方
は
無
料
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
外

国
人
か
ら
は
一
包
二
分（
当
時
で
約
三

円
）も
ら
う
」と
い
う
。
親
中
派
か
ど
う

か
で
差
を
つ
け
る
。
こ
の
辺
の
感
覚
に
も

私
は
、
中
国
人
意
識
の
一
端
を
見
た
。

　
そ
ん
な
体
験
か
ら
意
識
調
査
と
対
面
取

材
を
並
行
し
て
行
え
ば
、
庶
民
感
覚
を
多

少
は
引
き
出
せ
る
の
で
は
と
思
っ
た
。「
尊

敬
す
る
人
物
は
？
」「
生
き
甲
斐
を
感
じ
る

時
は
？
」「
解
放
前
と
現
在
と
で
特
に
変
わ

っ
た
点
は
？
」「
中
国
人
、
日
本
人
の
特
徴

は
？
」「
復
活
し
た
女
性
の
パ
ー
マ
ネ
ン
ト

姿
を
ど
う
思
う
？
」な
ど
十
三
問
の
質
問

を
用
意
し
て
北
京
へ
旅
立
っ
た
。

◆
百
人
と
直
接
面
接

　
中
国
で
も
難
問
が
待
ち
構
え
て
い
た
。

外
交
部
新
聞
司（
外
務
省
報
道
室
）が
難

色
を
示
し
た
。「
短
時
日
の
取
材
で
多
く

の
市
民
の
意
見
を
聞
く
の
に
世
論
調
査
は

有
効
な
手
段
で
、
日
本
で
は
多
用
さ
れ
て

い
る
」と
新
聞
司
の
王
珍
副
司
長（
韓
念

竜
外
務
次
官
夫
人
）を
必
死
で
説
得
し
た
。

そ
の
結
果
、「
北
京
大
学
で
少
人
数
の
学

生
対
象
な
ら
民
意
測
験
を
許
し
ま
し
ょ

う
」と
許
可
が
出
た
。
世
論
調
査
は
中
国

語
で
は「
民
意
測
験
」（
ミ
ン
イ
ス
ゥ
イ
ェ

ン
）と
い
う
の
だ
と
初
め
て
知
っ
た
。

　
北
京
大
学
で
は
学
生
か
ら
大
歓
迎
さ
れ

「
政
治
を
科
学
す
る
」を
追
求
し
続
け
た
日
々

　
中
国
で
実
現
し
た
初
の
「
民ミ

ン

意イ

測ス
ゥ

験イ
ェ
ン

」

�

宇
治

　敏
彦
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た
が
、
管
理
者
側
は「
民
意
測
験
は
前
例

が
な
い
」と
渋
い
顔
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も

同
大
学
を
皮
切
り
に
十
八
日
間
か
け
て
北

京
、
西
安
、
洛
陽
、
南
京
、
上
海
の
五
都

市
と
そ
の
近
郊
の
計
十
五
地
点
で
百
人
の

中
国
人
に
直
接
面
接
し
、
回
答
を
記
入
し

て
も
ら
っ
た
。

　「
日
中
条
約
を
歓
迎
す
る
か
」に
つ
い

て
は
、
安
藤
教
授
が
予
言
し
た
よ
う
に
一

〇
〇
％
イ
エ
ス
だ
っ
た
が
、
そ
の
他
の
質

問
で
は「
尊
敬
す
る
人
物
」に
延
べ
三
百

八
十
七
人
の
名
前
が
挙
が
り
、
そ
の
中
に

は
田
中
角
栄（
五
人
）、
福
田
赳
夫（
二

人
）、
大
平
正
芳（
一
人
）各
氏
の
名
前
も

含
ま
れ
る
な
ど
、
想
像
以
上
に
多
様
な
意

見
が
拾
え
た
。
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
の
復
活
に

「
ぜ
い
た
く
」と
の
批
判
は
ゼ
ロ
で
、「
個

人
の
自
由
」（
九
三
％
）「
身
だ
し
な
み
と
し

て
当
然
」（
二
四
％
、
複
数
回
答
）な
ど
、

文
革
の
再
来
は
ご
免
と
い
う
庶
民
の
本
音

が
強
く
感
じ
ら
れ
た（
調
査
結
果
の
詳
報

は
一
九
七
八
年
十
二
月
十
一
日
の
東
京
新

聞
、
中
日
新
聞
朝
刊
な
ど
に
掲
載
）。

　「
香
港
の
マ
ス
コ
ミ
が『
世
界
で
初
の

中
国
世
論
調
査
』と
報
道
し
た
」と
浅
川

健
次
香
港
特
派
員
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
。

意
識
調
査
と
並
行
し
て
実
施
し
た
聞
き
取

り
で
も「
日
本
の
予
備
校
に
学
び
た
い
」

「
ト
ヨ
タ
が
手
本
」と
い
っ
た
日
本
羨
望

論
、
さ
ら
に
は
女
性
た
ち
の
結
婚
相
手
へ

の
願
望
と
し
て「
一
屋
全
、
二
老
昇
天（
家

具
を
い
っ
ぱ
い
持
ち
、
両
親
が
他
界
し
て

い
る
男
性
）」と
い
っ
た
本
音
も
引
き
出

せ
た
。

◆「
離
見
の
見
」の
こ
こ
ろ
で

　
私
が
新
聞
記
者
に
な
っ
た
の
は
六
〇
年

安
保
の
最
中
で
翌
年
、
政
治
部
に
配
属
さ

れ
た
。
池
番（
池
田
勇
人
首
相
の
追
っ
か

け
）を
や
り
な
が
ら
憲
法
調
査
会
を
担
当

し
、
夜
は
三
木
武
夫
科
学
技
術
庁
長
官

（
当
時
）宅
に
お
邪
魔
す
る
日
々
が
続
い

た
。
三
木
氏
か
ら「
君
の
よ
う
な
若
い
記

者
は
派
閥
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
ず
に
政
策

を
勉
強
し
た
ま
え
」と
お
説
教
さ
れ
、
自

民
党
内
に
も「
ま
と
も
な
政
治
家
が
い

る
」と
思
っ
た（
次
第
に「
バ
ル
カ
ン
三

木
」ぶ
り
も
知
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
）。

　
当
時
も
今
も「
政
治
記
者
に
は
派
閥
記

者
と
政
策
記
者
の
二
タ
イ
プ
が
あ
る
」と

い
わ
れ
る
。
私
が
め
ざ
し
た
の
は
、
そ
の

ど
ち
ら
で
も
な
い「
政
治
を
科
学
す
る
」

型
記
者
で
あ
っ
た
。
派
閥
記
者
は
政
治
家

に
密
着
す
る
こ
と
で
特
ダ
ネ
を
得
よ
う
と

す
る
が
、
逆
に
取
り
込
ま
れ
て
記
者
の
立

場
を
忘
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
室

町
期
の
能
役
者
・
世
阿
弥
が「
離り

見け
ん

の
見け

ん

」

と
い
う
名
言
を
残
し
て
い
る
。
能
を
演
じ

る
自
分
を
観
客
の
目
線
で
見
直
し
て
演
技

を
高
め
る
と
い
う
意
味
だ
。
美
空
ひ
ば
り

が「
悲
し
い
酒
」を
歌
う
時
に
涙
を
流
し

た
姿
に
似
て
い
る
。
だ
が
本
当
に
泣
い
て

し
ま
え
ば
歌
は
歌
え
な
い
。
そ
の
ギ
リ
ギ

リ
の
と
こ
ろ
で
踏
み
と
ど
ま
れ
る
か
ど
う

か
。
記
者
も
政
治
家
に
接
近
し
過
ぎ
て
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
一
線
を
超
え
て
し
ま
っ

た
ら
失
格
だ
。

　
筆
者
が
一
九
六
三
年
に「
政
治
を
科
学

す
る
」と
い
う
連
載
企
画
に
取
り
組
ん
だ

の
は
、
党
利
党
略
、
派
閥
意
識
、
政
治
的

思
惑
と
い
っ
た「
不
純
物
」を
除
い
た
観

点
か
ら
客
観
的
な
政
治
分
析
が
で
き
な
い

か
と
思
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。

　
当
時
の
行
政
管
理
庁
に
清

せ
い
し
ょ
う正
清き

よ
しと
い
う

名
前
の
傑
物
官
僚
が
い
た
。
官
庁
の
部
屋

に
つ
い
て「
偉
い
人
は
広
い
部
屋
で
ぬ
く

ぬ
く
、
ヒ
ラ
は
大
部
屋
で
あ
く
せ
く
と
い

う
の
は
い
か
が
か
」と
、
行
政
能
率
班
長

に
昇
進
し
た
時
、
部
屋
の
入
り
口
に
自
ら

座
り
、
職
員
は
日
当
た
り
の
良
い
窓
側
に

と
机
の
配
置
を
変
え
て
し
ま
っ
た
。
当
時

の
庁
舎
面
積
基
準
で
は
一
般
職
と
大
臣
で

は
部
屋
内
の
労
働
空
間
の
差
は
一
対
三
〇

だ
っ
た
。
清
正
氏
の
心
意
気
に
共
感
し
て

連
載
企
画
で
も
役
所
の
机
配
置
を「
科

学
」し
、
部
屋
の
入
り
口
近
く
に
座
る
ト

ッ
プ
に
拍
手
を
送
っ
た
。
と
こ
ろ
が
清
正

氏
が
異
動
に
な
る
と
同
時
に
、
部
屋
の
レ

イ
ア
ウ
ト
は
元
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
染

み
付
い
た
官
僚
体
質
と
慣
行
の
打
破
は
容

易
で
は
な
い
と
痛
感
し
た
。

　
内
閣
の
憲
法
調
査
会
に
お
け
る
改
憲
・

護
憲
論
議
が
山
場
を
迎
え
た
一
九
六
二
年

秋
に
は
、
メ
ン
バ
ー
に
自
筆
で
回
答
を
寄

せ
て
も
ら
う
調
査
を
実
施
し
た
。
二
十
七

人
の
委
員
か
ら
の
回
答
を
紙
面
化
し
た
。

手
元
に
残
っ
て
い
る
原
文
を
読
み
返
し
て

み
る
と「
改
憲
は
国
民
の
盛
り
上
が
る
支

持
な
し
に
は
や
れ
な
い
し
、
や
る
べ
き
で

な
い
。
衆
参
両
院
で
改
憲
勢
力
が
三
分
の

二
を
占
め
た
と
い
う
だ
け
で
改
憲
な
ど
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。
憲
法
に
多
少
の
不

備
や
欠
陥
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
で
国
が
亡

ん
だ
例
は
な
い
が
、
改
正
を
強
引
に
強
行

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
内
を
分
裂
状
態
に

導
い
た
例
は
あ
る
」（
原
文
の
ま
ま
）と
い

っ
た
矢
部
貞
治
・
元
拓
大
総
長（
部
分
的

改
憲
論
者
）の
意
見
な
ど
は
今
日
に
も
通

じ
る
点
が
あ
ろ
う
。

　「
離
見
の
見
」「
政
治
を
科
学
す
る
」の

精
神
を
忘
れ
ず
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
人
生

を
全
う
し
た
い
も
の
だ
。

中国の労働者にアンケート用紙を配って協力を求め
る筆者（左）（1978年11月／南京のトラック工場／筆者提供）
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リレーエッセ ー

犯
罪
被
害
者
支
援
の
基
盤
築
く

　元
警
察
庁
長
官
の
国
松
孝
次
さ
ん

傍
示

　文
昭（
西
日
本
新
聞
社
）

　「
髭
は
顔
の
一
部
で
あ
り
、
僕
は
君
を

髭
の
あ
る
男
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
生

や
す
の
で
あ
れ
ば
生
涯
そ
ら
な
い
つ
も
り

で
生
や
し
な
さ
い
。
も
し
何
年
か
後
に
君

に
会
っ
た
時
、
髭
が
な
け
れ
ば
君
を
認
識

で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
か
ら
ね
」

　
数
多
く
の
記
者
と
接
し
て
き
た
国
松
さ

ん
に
と
っ
て
、
私
は
そ
の
１
人
で
し
か
な

い
。
覚
え
て
も
ら
う
た
め
に
私
は
覚
悟
を

決
め
た
。

　
10
年
後
の
１
９
９
４
年
夏
、
国
松
さ
ん

が
警
察
庁
長
官
に
な
っ
た
直
後
、
私
も
東

京
報
道
部
勤
務
に
な
っ
た
。
長
官
室
で
再

会
し
た
国
松
さ
ん
は
私
の
髭
を
し
っ
か
り

覚
え
て
い
て「
よ
く
来
た
」と
歓
迎
し
て

く
れ
た
が
、
髭
の「
訓
示
」は
全
く
覚
え

て
い
な
か
っ
た
。「
そ
ん
な
偉
そ
う
な
こ
と

言
っ
た
っ
け
？
」。
照
れ
笑
い
す
る
国
松

さ
ん
と
昔
話
で
盛
り
上
が
っ
た
日
が
懐
か

し
い
が
、
ま
さ
か
、
そ
の
半
年
後
に
犯
罪

被
害
者
と
し
て
国
松
さ
ん
を
取
材
す
る
こ

と
に
な
ろ
う
と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
。

　
95
年
３
月
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
な
ど

一
連
の
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
捜
査
の
陣
頭

指
揮
に
当
た
っ
て
い
た
国
松
さ
ん
は
自
宅

前
で
何
者
か
に
銃
撃
さ
れ
、
一
時
は
危
篤

状
態
と
な
る
瀕
死
の
重
傷
を
負
っ
た
。
そ

し
て
病
床
か
ら
復
帰
し
た
後
の
96
年
２

月
、「
被
害
者
対
策
要
綱
」を
策
定
。
警
察

組
織
全
体
で
本
格
的
な
被
害
者
対
策
に
乗

り
出
し
た
。
置
き
去
り
に
さ
れ
て
き
た
犯

罪
被
害
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
飛
躍
的
に

改
善
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
出
発
点
だ
っ
た
。

　
本
社
に
戻
っ
た
私
は
98
年
１
月
、
社
会

部
の
取
材
班
キ
ャ
ッ
プ
と
し
て「
犯
罪
被

害
者
の
人
権
を
考
え
る
」と
い
う
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
開
始
。犯
罪
被
害
者
で
あ
り
、

「
要
綱
」の
策
定
責
任
者
で
も
あ
る
国
松
さ

ん
を
頻
繁
に
訪
ね
た
。
１
年
４
カ
月
に
及

ん
だ
シ
リ
ー
ズ
記
事
は
、
国
松
さ
ん
の
知

見
や
体
験
な
し
に
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。

　
国
松
さ
ん
に
は
シ
リ
ー
ズ
ご
と
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
が
、
何
度
も
読

み
返
し
て
き
た
一
通
の
手
紙
が
今
も
手

元
に
あ
る
。
座
右
の
銘
と
し
て
き
た
助

言
だ
。

　「
犯
罪
被
害
者
問
題
に
関
す
る
シ
リ

ー
ズ
記
事
、
い
つ
も
大
変
興
味
深
く
読

ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
苦
労
の
跡

が
し
の
ば
れ
る
取
材
に
感
服
し
て
い
ま

す
。
た
だ
、
犯
罪
被
害
者
の
救
済
は
息

の
長
い
対
応
を
必
要
と
し
ま
す
。
目
に

見
え
る
成
果
が
出
て
来
る
ま
で
ご
努
力

を
お
願
い
し
ま
す
」

　
私
は
取
材
で
親
し
く
な
っ
た
弁
護
士

や
精
神
科
医
と
と
も
に
公
益
社
団
法
人

「
福
岡
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
立
ち
上
げ
、
東
京
転
勤
と
な
る
今
年

７
月
ま
で
は
副
理
事
長
と
し
て
、
現
在

は
顧
問
と
し
て
被
害
者
支
援
に
携
わ
っ

て
い
る
。
か
た
や
国
松
さ
ん
は
79
歳
に

な
っ
た
今
も
財
団
法
人「
犯
罪
被
害
救

援
基
金
」の
理
事
を
務
め
て
い
る
。

　
覚
悟
を
持
っ
て
生
や
し
て
き
た
私
の

髭
は
今
も
鼻
の
下
に
あ
る
。
こ
れ
か
ら

も「
訓
示
」を
受
け
る
関
係
で
あ
り
た

い
と
願
っ
て
い
る
。

（
か
た
み
・
ふ
み
あ
き
　
東
京
支
社
編
集
長
）

次
号
は
石
川
徹
さ
ん（
北
海
道
新
聞

社
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

　
警
察
官
僚
だ
っ
た
国
松
孝
次
さ
ん
に

初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
１
９
８
４
年

５
月
だ
っ
た
。
当
時
46
歳
の
国
松
さ
ん

は
大
分
県
警
本
部
長
に
着
任
し
た
直

後
。
私
は
西
日
本
新
聞
社
に
入
社
し
た

ば
か
り
の
新
人
記
者
だ
っ
た
。

　「
サ
ツ
回
り
」と
し
て
頻
繁
に
本
部

長
官
舎
に
夜
討
ち
朝
駆
け
し
た
。
単
身

赴
任
だ
っ
た
国
松
さ
ん
と
一
緒
に
朝
食

を
と
る
た
め
、
パ
ン
と
牛
乳
を
持
参
し

た
こ
と
も
あ
る
。
未
熟
で
鈍
感
だ
っ
た

当
時
の
私
に
、
捜
査
情
報
を
聞
き
出
せ

る
は
ず
も
な
か
っ
た
が
、
酒
を
つ
い
で

も
ら
い
な
が
ら
の「
人
生
訓
」は
貴
重

だ
っ
た
。
忘
れ
ら
れ
な
い「
訓
示
」は

今
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

　
あ
る
夜
、
差
し
向
か
い
の
席
で
国
松

さ
ん
に
、こ
う
問
わ
れ
た
。「
君
は
鼻
の

下
に
立
派
な
髭ひ

げ

を
生
や
し
て
い
る
が
、

覚
悟
を
持
っ
て
生
や
し
て
い
る
ん
だ
ろ

う
ね
」。
意
味
が
分
か
ら
ず
、
返
答
に

困
っ
て
い
る
と
国
松
さ
ん
は
続
け
た
。

大分県警本部長時代の国松孝次さん
（1984年９月撮影／西日本新聞社提供）
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集
中
セ
ミ
ナ
ー
は
、
半

年
間
で
身
に
付
け
た
知
識

と
技
術
を
再
点
検
し
、
さ

ら
な
る
高
み
を
め
ざ
す
こ

と
が
目
的
だ
。と
こ
ろ
が
、

自
分
の
未
熟
さ
を
痛
感
す

る
１
日
と
な
っ
た
。

　
最
初
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
文
字
列
の
命
令
で

動
か
す
コ
マ
ン
ド
ラ
イ
ン

の
復
習
だ（
講
師
：
松
波

功
・
中
日
新
聞
電
子
編
集

部
）。
ソ
フ
ト
を
立
ち
上

げ
る
方
法
を
忘
れ
、
準
備

が
整
う
ま
で
20
分
か
か
っ

た
。「
時
間
が
全
然
な
い
！
」。
講
師
の
悲

痛
な
声
が
会
場
に
響
く
。

　
続
い
て
、
地
図
の
上
に
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
載
せ
る
こ
と
が
で
き
る
無
料
ソ
フ
ト

「
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
」の
復
習（
講
師
：
山
本
智
・

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ネ
ッ
ト
報
道
部
）。
福
島
第
一
原

発
事
故
に
よ
る
放
射
線
地
図
を
作
り
、
一

定
以
上
の
放
射
線
量
を
示
し
た
面
積
を
求

め
る
こ
と
が
課
題
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
会
社
支
給
の
パ
ソ
コ
ン（
ウ

ィ
ン
ド
ウ
ズ
）で
は
、
エ
ラ
ー
が
相
次
ぎ
、

途
中
で
断
念
。
こ
れ
ま
で
の
講
座
で
も
、

投
手
の
投
球
が
手
術
前
後
で
ど
う
変
化
し

た
か
を
統
計
ソ
フ
ト「
Ｒ
」で
解
析
し
た

結
果
を
、
報
知
新
聞
社
メ
デ
ィ
ア
戦
略
局

の
田
中
孝
憲
さ
ん
が
紹
介
。
朝
日
新
聞
社

編
集
委
員
の
奥
山
俊
宏
さ
ん
か
ら
は
、「
パ

ナ
マ
文
書
」取
材
で
、
ど
の
よ
う
な
ソ
フ

ト
が
使
わ
れ
た
の
か
な
ど
の
裏
話
を
し
て

い
た
だ
い
た
。

　
メ
デ
ィ
ア
業
界
は
今
、
激
変
の
時
代
に

あ
る
。
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
も
次
々
生
ま
れ

て
い
る
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
伝
統
的
メ

デ
ィ
ア
は
、
見
聞
き
し
た
こ
と
や
発
表
資

料
を
ベ
ー
ス
に
報
道
す
る
だ
け
で
は
、
差

別
化
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
大
量
の
デ

ー
タ
を
独
自
解
析
し
、
結
果
を
ど
う
ビ
ジ

ュ
ア
ル
で
見
せ
る
か
が
問
わ
れ
る
。

　
確
か
に
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
し
か
し
、

危
機
感
を
持
ち
、
地
道
に
勉
強
し
て
き
た

人
た
ち
が
各
社
に
い
て
、
そ
れ
が
こ
の
講

座
の
開
催
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に

感
謝
し
た
い
。

　
集
中
セ
ミ
ナ
ー
後
、
居
酒
屋
で
の
懇
親

会
で
は
、
会
社
や
担
当
の
違
い
を
超
え
て

本
音
で
の
話
し
合
い
が
で
き
た
。
次
世
代

の
メ
デ
ィ
ア
の
進
化
に
向
け
、
自
分
も
努

力
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
ウ
ィ
ン
ド

ウ
ズ
か
ら
マ
ッ
ク
に
移
ら
な
い
と
い
け
な

い
か
な
あ
…
。
目
下
の
悩
み
で
あ
る
。

 

読
売
新
聞
東
京
本
社
科
学
部
　
木
村
　
達
矢

９・10（土）10：00～17：00／出席：26人ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
で
は
文
字
化

け
が
多
発
す
る
な
ど
、
苦
労

し
た
。

　
午
後
は
、
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ

■
会
議
報
告

⃝

第
２
２
３
回
施
設
運
営
委
員
会

（
９
・
２
　
小
会
議
室
）

　
５
～
８
月
の
貸
室
利
用
状
況
と
会
議
室

の
売
り
上
げ
を
事
務
局
か
ら
報
告
し
た
。

　
現
在
、
事
務
局
で
準
備
を
進
め
て
い
る

貸
室
の
新
シ
ス
テ
ム
導
入
に
伴
い
、
貸
室

の
割
引
料
金
の
微
調
整
を
決
め
た
。

出
席
　
西
渕
委
員
長
、
関
、
堅
田
、
林
、

佐
塚
、
富
田
、
羽
原
の
各
委
員
。

⃝

第
４
６
６
回
企
画
委
員
会

（
９
・
６
　
大
会
議
室
）

　
新
委
員
の
傍
示
文
昭
・
西
日
本
新
聞
社

東
京
編
集
長（
旧
・
原
田
正
隆
氏
）が
あ

い
さ
つ
し
た
後
、
第
19
回
記
者
研
修
会
、

民
進
党
代
表
選
立
候
補
者
討
論
会
、
第
15

回
海
外
取
材
団（
中
国
経
済
）に
つ
い
て

報
告
。
10
月
に
派
遣
す
る
第
16
回
海
外
取

材
団（
フ
ラ
ン
ス
・
ス
イ
ス
）の
概
要
説

明
の
後
、今
後
の
ゲ
ス
ト
選
考
を
行
っ
た
。

出
席
　
西
村
委
員
長
、
安
井
、
服
部
、
倉

重
、
福
本
、
橋
本
、
鶴
原
、
脇
、
水
野
、

別
府
、
宮
田
、
杉
田
、
川
上
、
軽
部
、
石

川
、
山
本
、
瀬
口
、
傍
示
、
竹
田
、
和
田
、

袴
田
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
、
梶
本
の
各
委
員
。

⃝

第
３
７
６
回
会
報
委
員
会

（
９
・
９
　
大
会
議
室
）

　
８
・
９
月
号
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た

後
、10
月
号
の
編
集
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

出
席
　
飯
塚
委
員
長
、
大
辻
、
井
上
、
渡

辺
、
吉
澤
、
大
寺
、
長
﨑
、
藤
井
、
藤
澤

の
各
委
員
。

⃝

第
４
６
９
回
会
員
資
格
委
員
会

（
９
・
14
　
小
会
議
室
）

　
新
委
員
の
早
坂
浩
仁
・
日
本
テ
レ
ビ
報

道
局
担
当
局
次
長
兼
経
済
部
長
兼
報
道
審

査
委
員
会（
旧
・
畑
山
篤
氏
）が
あ
い
さ

つ
し
た
後
、
10
月
１
日
付
入
退
会
を
審
議

し
、
理
事
会
に
答
申
し
た
。

　
毎
年
11
月
付
で
作
成
し
て
い
た
会
員
名

簿
の
作
成
を
取
り
や
め
る
こ
と
を
事
務
局

が
提
案
し
了
承
、
理
事
会
に
報
告
す
る
こ

と
を
決
め
た
。

出
席
　
増
田
委
員
長
、
菊
池
、
石
田
、
越

中
、
小
池
、
井
上
、
早
坂
、
國
府
の
各
委

員
。

 ⃝

ク
ラ
ブ
の
貸
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
会
員
は
、
規
定
の
貸
室
料
金
で
ク
ラ
ブ

の
貸
室
を
利
用
で
き
ま
す
。
９
階
に
大
会

議
室
、
小
会
議
室
、
会
見
場
の
３
室
が
あ

り
、
10
階
に
は
ホ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
ホ

ー
ル
は
人
数
や
用
途
に
よ
っ
て
分
割
し
た

使
い
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
昼
間
帯（
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30

分
）の
会
員
利
用
は
火
、
木
、
土
曜
日
に

限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
夜
間
帯（
午

後
６
時
～
９
時
）は
曜
日
に
か
か
わ
ら
ず

利
用
で
き
ま
す
。

　
９
階
の
３
室
、
10
階
ホ
ー
ル
共
に
申
し

込
み
は
ご
利
用
日
の
１
年
前
か
ら
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
フ
ロ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
（
電
話
＝
０
３
－
３
５
０
３
－
２
７

２
４
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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情報発信
■第11回難民映画祭　記者発表・試写会
　主催：UNHCR駐日事務所
　難民や国内避難民、無国籍者等に関する啓発
を目的として毎年行われ、今年は9月17日から
仙台、札幌、東京、大阪で順次開催。ダーク・
ヘベガー駐日代表が会見した後、タリバンから
逃れイランで難民として暮らすアフガンの少女
がラップ・ミュージシャンになる姿を描いた『ソ
ニータ』が上映された。（9.5　10階ホール）

■北日本政経懇話会
　富山県にゆかりのあるメンバーで構成され、
時宜を得たテーマで講師を招いている。今回は
日本国際問題研究所の松本明日香研究員が
「2016年米大統領選挙と日米関係」と題して講演
した。（9.15　大会議室）

■アニメツーリズム協会　設立発表会
　同協会はアニメの舞台になった地域や作家ゆ
かりの街を「アニメ聖地」として選定し、訪日観
光客などの呼び込みにつなげることを目的に設
立された。聖地として全国88カ所を選び、これ
らをつなぐ周遊ルートを官民連携で整備してい
く予定。富野由悠季理事長（「機動戦士ガンダム」
シリーズ監督）、角川歴彦副理事長（ＫＡＤＯＫＡ
ＷＡ会長）らが会見した。（9.16　会見場）

■ヤイマン・トルコ観光文化副大臣　記者会見
　主催：トルコ大使館
　11月の「メヴラーナ旋回舞踊」来日公演を前
に、フセイン・ヤイマン・トルコ観光文化副大
臣が会見を行った。
　記者一人ひとりと握手を交わしてから会見に
臨んだ大臣は「政治・経済分野で築いてきた日
トルコ間の協力関係を、今後は学術や文化にも
発展させていきたい」と語った。「ここ（会見）で
はトルコについて多くを語るつもりはない。日
本の皆さんにはぜひ足を運んでもらい、わが国
の面白さを実際に体験してほしい」と呼びかけ
た。（9.23　会見場）

■第11回安全保障シンポジウム
　「安保法制のその先～尖閣警備・駆けつけ警
護の課題と展望」と題して、東シナ海での中国
の活動実態やグレーゾーン事態対応の課題、自
衛隊の駆けつけ警護などについて議論した。パ
ネリストは若宮健嗣・防衛副大臣、佐藤雄二・
前海上保安庁長官、織田邦男・元航空自衛隊司
令官、勝股秀通・日大教授など。司会は田中明彦・
東大教授、総合司会を川戸惠子・TBSシニアコ
メンテーターが務めた。（9.29　10階ホール）

■放送人政治懇話会
　テレビ・ラジオ局の現役・OBらによる定例の
勉強会。9月は平沢勝栄・自民党広報本部長（9.7　
大会議室）、竹下亘・自民党国対委員長（9.14　大会
議室）、馬場伸幸・日本維新の会幹事長（9.21　大
会議室）をゲストに招いた。

Gallery 9 th floor

写真展「中国文化大革命50年と今日」
　毎日新聞出身で写真家の荒牧万佐行氏による
写真展「中国文化大革命50年と今日」を、クラブ
ラウンジで開催中です。荒牧氏はフリーカメラ
マンだった1967年1月、毎日新聞中国特派視察
団の一員として、文革の嵐に包まれていた同国
を訪れ、その様子をカメラに収めました。自由
な取材が許されない中で捉えた中国の現実は大
きく掲載され、67年度日本写真協会新人賞を受
賞。毎日新聞入社のきっかけにもなりました。
　クラブで10月15日（土）まで展示した後、10月
25日から28日まで毎日新聞社1階のアートサロ
ン毎日でも開催されます。

■抗うニュースキャスター
　TV報道現場からの思考
� 金平　茂紀（TBS「報道特集」キャスター）

テレビ報道マンによる自己批評の試み　テ
レビ報道の仕事に携わって今年が40年目。
その間、メディアにおけるテレビの位置は
随分と変容した。変わらないのは、テレビ
というメディアには、自己批評能力がまだ
十分に備わっていないのではないか、とい
う危惧だ。この数年、3カ月に一度という
スローペースで書き続けてきたテレビ報道

の自己批評の試み。福島第
一原発事故、国政選挙報道、
朝日新聞の吉田証言・吉田
調書事件、安保法制のデモ
報道などテーマは多岐にわ
たる。特に、テレビ関係者
の方々、ぜひご一読を。

かもがわ出版
1944円

■報道の自己規制
　メディアを蝕む不都合な真実
� 上出　義樹（北海道新聞出身）

日本の新聞・テレビの病巣にメス　自己規
制、自主規制、萎縮、忖度…。呼び方は異
なるが、安倍晋三政権に腰が引けた新聞や
テレビの報道姿勢がさまざまな場面で目に
付く。しかし、権力に弱いメディアの体質
は昔も今も変わらない。本書は、今春学位

を得た筆者の博士論文を下
敷きに、新聞やテレビが自
らメスを入れない報道の自
己規制の実態と、その背後
にある記者クラブ制度など、
マスメディアの日本的な負
の構造を徹底検証している。リベルタ出版�

2160円

マイBOOKマイPR
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⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

会報委員会

会員現況 ⃝法人会員：134社　⃝基本会員：744人　⃝個人会員：1,300人　
⃝法人・個人賛助会員：64社・140人　⃝特別賛助会員：101人　
⃝名誉・功労会員：12人　⃝学生会員：145人 計：198社・2,442人

クラブの電話　ダイヤルイン

読み終わった新聞、雑誌は元の場所へ

　ラウンジ内書架の新聞・雑誌・書籍は自由に
閲覧できます。読んだ後は元の場所に戻してい
ただくようお願いいたします。
　最新の雑誌を除く図書は貸し出しもいたしま
す。ご希望の方は受付のフロアマネジャーにお
申し出ください。

＜法人会員代表変更＞　
BS日本
　後藤東編成局担当局長（旧・赤座弘一氏）

来室の際は受付で署名をお願いします

　クラブへお越しの際は必ず受付で署名をお願
いします。待ち合わせで後からおいでになる方
や、伝言などの連絡にも必要ですので、ご協力
ください。

会員の新刊書を紹介します

原稿をお寄せください
　会員の皆さまが出版された本を「マイBOOK
マイPR」で紹介しています（22㌻参照）。200字
程度で内容や狙いをおまとめください。お問い
合わせは下記までお願いします。
担　当：村田茜　電話：03-3503-2729
メール：murata@jnpc.or.jp

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2766・2731

和食　松茸懐石（10/28まで）

　先付：穴子小袖寿司、アスパラサーモン巻　お
椀：土瓶蒸し　造り：三点盛り　焼物：鴨ロース
松茸挟み焼き　煮物：山菜豆腐、蕪、紅葉麩など
揚物：きのこ天ぷら　食事：松茸ご飯　水菓子：
季節の果物　グラス冷酒付き（5,400円）
� （板長：大井由光）

洋食　秋のおすすめコース（10/31まで）

　鴨モモ肉のコンフィ　サラダ仕立て、南瓜の冷
製クリームスープ、オマール海老のアメリカンソ
ース、洋梨とマスカットのケーキ、パン、コーヒ
ー付き（3,780円）。ランチ、ディナー（土曜日はラ
ンチのみ9階レストラン）ともにご利用いただけ
ます。� （シェフ：黒須修一）

レストラン＊価格は全て税込みです

●愛知揆一　外相（1970.10.15）
●宇佐美毅　宮内庁長官（1971.8.18）
●フリードリッヒ・ハイエーク　経済学者（1974.11.19）
●ミルトン・フリードマン　経済学者（1988.9.5）
●シモン・ペレス　イスラエル副首相（2007.3.13）
＊「音声アーカイブ」へは、クラブウェブサイトの
トップページからアクセスできます。

■音声アーカイブ（日付は会見日）重要会見の音声録音

http://www.jnpc.or.jp/HP更新情報
■会見詳録　会見の全文文字記録版
●「市町村新聞のすすめ」菊池由貴子・大槌新聞
社代表（2016.8.25）
●₂₀₁₆年度日本記者クラブ賞受賞記念講演会
　尾崎真理子・読売新聞社編集委員、堀川惠子・
ジャーナリスト（2016.6.7）

委員長＝飯塚　浩彦
委　員＝稲沢　裕子　井上　洋一　大辻　一晃
　　　　大寺　廣幸　鈴木　　仁　長﨑　和夫
　　　　藤井　良広　藤澤　秀敏　吉澤　正一
　　　　渡辺　大祐

（事務局：長谷川和子　村田　茜）

☎03‒3503‒2752　FAX 03‒3503‒7271

　今年もこの季節がやってきました。好評いた
だいている恒例の「きりたんぽ鍋」を、10日間限
定（土曜は除く）で提供します。産地直送で比内
地鶏を仕入れ、アラスカ特製のだし汁で味を調
えました。お一人2,500円で、お二人からお受け
します。必ずご予約（03-3503-2723）をお願いし
ます。

特製きりたんぽ鍋　今年もどうぞ
11月14日（月）～ 25日（金）

　忘年会や新年会、社内の集まりにクラブの貸
室をご利用ください。洋食8品と寿司、そばが
付いたプランを、お一人3,240円でご用意します。
1,404円をプラスして2時間の飲み放題にもでき
ます（別途、部屋代がかかります）。ご予約は
03-3503-2724へ。

忘年会、新年会はぜひクラブで
12月1日（木）～ 1月31日（火）

10月の行事予定（10/3現在）

11㊋
15：30 ～ 17：00　9階会見場
「〈日銀検証〉を検証する」①
門間一夫みずほ総研エグゼクティブエコノミスト

12㊌ 14：00 ～ 15：00　10階ホール
記者会見　森信親金融庁長官

14㊎
13：30 ～ 14：30　10階ホール
記者会見　ベルナール・ビゴ国際熱核融合実験炉
（ITER）機構長

20㊍

11：00 ～ 12：00　9階会見場
記者会見　マイケル・カービー北朝鮮における人権
に関する国連調査委員会元委員長
14：00 ～ 15：00　9階会見場
「LGBTと社会」③
上川あや世田谷区議会議員
15：45 ～ 17：00　9階会見場
記者会見　平井伸治鳥取県知事

21㊎
14：00 ～ 15：30　10階ホール
「〈日銀検証〉を検証する」②
白井さゆり慶応大学教授（前日銀審議委員）

28㊎ 18：00 ～ 19：50　10階ホール
試写会「抗いの記　記録作家　林えいだい」

　ウェブサイトの「会見カレンダー」で、日時の変更なども含め、最新のクラ
ブ行事をお知らせしています。参加申し込みもカレンダーからできます。
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http://www.jnpc.or.jp/files/2016/08/335adb2b3c64e3f0def04c3e807ea6a3.pdf
http://www.jnpc.or.jp/files/2016/08/335adb2b3c64e3f0def04c3e807ea6a3.pdf
http://www.jnpc.or.jp/files/2016/06/e2d285fd95c2f45be6217052f54a0b63.pdf
http://www.jnpc.or.jp/files/2016/06/e2d285fd95c2f45be6217052f54a0b63.pdf
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/1970/10/r00018689/
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知床半島の川に繁殖のため遡上したカラフトマス。オスは、メスをめぐる激しい争いを繰り広げる
＝９月11日　北海道羅臼町

写 真 回 廊

　
ど
の
魚
も
思
い
つ
め
た
よ
う
な
深
刻
な
顔
。
遠
く
の
魚
の
顔

つ
き
ま
で
わ
か
る
。
日
本
の
川
は
な
ぜ
こ
ん
な
に
澄
ん
で
い
る

の
だ
ろ
う
と
あ
ら
た
め
て
思
う
。
フ
ラ
ン
ス
の
川
は
セ
ー
ヌ
も

ロ
ワ
ー
ル
も
泥
海
み
た
い
に
濁
っ
て
い
て
、
魚
の
表
情
な
ん
て

見
分
け
ら
れ
っ
こ
な
い
。
田
舎
の
小
川
も
ク
レ
ソ
ン
が
育
つ
ほ

ど
き
れ
い
な
の
は
例
外
で
、大
抵
は
濁
り
水
だ
。
日
本
人
な
ら
、

せ
せ
ら
ぎ
に
耳
を
澄
ま
し
て
田
舎
道
を
歩
く
と
、雑
念
が
消
え
、

心
が
洗
わ
れ
る
の
を
知
っ
て
い
る
。
澄
ん
だ
流
れ
に
は
す
が
す

が
し
い
癒
や
し
の
力
が
あ
る
の
を
皆
知
っ
て
い
る
が
、
フ
ラ
ン

ス
の
濁
流
で
は
癒
や
し
効
果
は
期
待
で
き
そ
う
も
な
い
。

　
と
は
い
え
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
日
本
ほ
ど
清
流
に
恵
ま
れ
な
い

だ
け
に
、
澄
ん
だ
水
の
パ
ワ
ー
に
か
え
っ
て
敏
感
か
も
し
れ
な

い
。
オ
ー
ベ
ル
ニ
ュ
の
モ
ザ
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
教
会（
12
世
紀
）

を
訪
ね
た
ら
、
地
下
礼
拝
堂
に
井
戸
が
あ
っ
た
。
水
が
あ
ま
り

に
透
明
で
、
枯
れ
井
戸
に
し
か
見
え
な
い
か
ら
、
教
会
の
人
が

砂
を
落
と
し
波
紋
が
で
き
る
こ
と
で
、
水
が
あ
る
の
に
気
づ
か

せ
て
く
れ
た
。
き
っ
と
こ
こ
は
異
教
の
聖
地
だ
っ
た
の
だ
。
キ

リ
ス
ト
教
は
、
聖
な
る
井
戸
の
神
秘
を
取
り
込
ん
で
、
わ
ざ
わ

ざ
そ
の
上
に
教
会
を
建
て
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
あ
た
り
は
今

も
良
い
水
が
出
る
ら
し
く
、
す
ぐ
近
く
の
ヴ
ォ
ル
ヴ
ィ
ク
に
は

有
名
な
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
の
工
場
が
あ
る
。

　
毎
年
大
勢
の
若
者
が
巡
礼
す
る
シ
ャ
ル
ト
ル
の
カ
テ
ド
ラ
ル

も
、
地
下
に
清
冽
な
泉
が
あ
り
、
か
つ
て
ド
ル
イ
ド
教
の
聖
地

だ
っ
た
と
い
う
。
目
に
は
見
え
な
い
地
下
水
脈
に
も
魂
を
引
き

付
け
る
不
思
議
な
力
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
い
え
ば
、
フ

ラ
ン
ス
最
大
の
聖
地
は
１
８
５
８
年
に
湧
き
出
た
ル
ル
ド
の
泉

だ
。
天
国
の
ド
ル
イ
ド
教
徒
た
ち
は
、
き
っ
と「
私
た
ち
の
信

仰
が
正
し
く
受
け
継
が
れ
た
」と
喜
ん
で
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

�

（
パ
リ
在
住
　
松
浦
　
茂
長
）

日
本
の
川
フ
ラ
ン
ス
の
泉
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